
●市内業者で施工する住宅改修などの
　経費の一部を助成します
●副市長に山根裕子さん
●募集　おとこ塾〜これが男の生きる道
●公民館にあつまれ　わいわいひろば
●平成25年度「ひこにゃん子ども文化芸術
　大賞」の受賞者が決定しました

・・・　6
・・・　7
・・・14
・・・16

・・・23
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特集

「強い彦根」を創るために
　平成26年度 彦根市の予算
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特集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
創
る
た
め
に
　

「
強
い
彦
根
」

　予算総額　801 億 1,338 万円  　（前年度に比べて　6.8％増加）

　一般会計　　384 億 7,000 万　　 円   （前年度に比べて　5.3％増加）

　特別会計　　249 億 8,604 万 1 千円　（前年度に比べて　3.1％増加）

　企業会計　　166 億 5,733 万 9 千円　（前年度に比べて 16.9％増加）

企業会計の内訳

特別会計の内訳

会　計　名
国民健康保険事業
下 水 道 事 業
休日急病診療所事業
農業集落排水事業
介 護 保 険 事 業
後期高齢者医療事業

会　計　名
病 院 事 業
水 道 事 業

対前年度比
＋３．７％
＋４．２％
＋２．３％
△０．５％
＋１．３％
＋５．１％

対前年度比
＋１９．４％
＋８．３％

予　算　額
１００億３,０７５万３千円
６３億１,１２６万３千円

３,６７２万６千円
２億７,７９５万４千円
７２億６,１４５万５千円
１０億６,７８９万　　円

予　算　額
１３２億３,８３３万４千円
３４億１,９００万５千円

強 い 彦 根

人間性を育む
教育政策 温もりある

福祉政策

住めるまち・
働けるまちへの
産業経済政策

　福祉分野、教育分野、産業経
済分野を３本の柱と位置づけ、
平成26年度に重点的に取り組
む事業を市民憲章の項目ごとに
紹介します。

重点事業
　

彦
根
市
の
平

成
26
年
度
予
算

の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。

　

一
般
会
計
の

予
算
規
模
は
、

平
成
25
年
度
当

初
予
算
と
比
べ

て
５
・
３
％
の

増
加
と
な
り
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

歳
入
は
、
主

な
収
入
で
あ
る
市
税
の
う
ち
、
個
人

市
民
税
は
所
得
等
が
回
復
基
調
に
あ

る
こ
と
な
ど
、
ま
た
、
法
人
市
民
税

も
大
手
企
業
の
増
益
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
増
収
と
な
る
見
込
み
で

す
。
さ
ら
に
、
固
定
資
産
税
も
償
却

資
産
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
前
年
度
当
初
予
算
よ
り
増
加
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
投
資
的
事
業
に
必
要
な
市

債
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
判
断
基
準

と
な
る
実
質
公
債
費
比
率
が
大
き
く

改
善
し
た
こ
と
や
、
大
型
の
継
続
事

業
が
平
成
27
年
度
に
か
け
て
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
後
年
度
の
公

債
費
負
担
を
必
要
以
上
に
増
や
さ
な

い
よ
う
、
事
業
の
緊
急
性
、
投
資
効

果
と
後
年
度
負
担
を
検
証
し
な
が
ら

総
合
的
に
実
施
を
判
断
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
「
彦
根
市
総
合

計
画
基
本
構
想
」
の
実
現
に
向
け
、

「
強
い
彦
根
」
を
創
る
た
め
に
、「
温

も
り
あ
る
福
祉
政
策
」「
人
間
性
を

育
む
教
育
政
策
」「
住
め
る
ま
ち
・

働
け
る
ま
ち
へ
の
産
業
経
済
政
策
」

の
３
本
柱
を
重
点
化
し
、
予
算
を
編

成
し
ま
し
た
。

　

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
の
た
め
、

検
診
に
係
る
自
己
負
担
を
５
０
０
円

に
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
平
成
27

年
度
に
中
学
校
給
食
の
実
施
に
向
け

て
、
備
品
や
学
校
施
設
の
整
備
を
行

う
ほ
か
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事

業
補
助
金
を
刷
新
し
、
外
構
工
事
な

ど
に
ま
で
補
助
対
象
範
囲
を
拡
充
す

る
な
ど
、
各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
ご
と
の
新
規
・
主
要
な
事
業
の
予

算
額
と
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

財
政
課
☎
30-

　

６
１
０
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

　

９
８
番

みずほ文化センター管理運営事業

　市民の文化芸術活
動の促進を図るとと
もに、開館 15 周年
記念コンサートを開
催します。

重要文化財建造物保存修理事業
　重要文化財彦根城馬屋の屋根のふき替えなどを、現
場を公開しながら行います。

埋蔵文化財緊急発掘調査事業
　彦根市の歴史を理解するうえで貴重な埋蔵文化財の
発掘調査を行うほか、佐和山城跡の国指定史跡化を目
指して総合調査を実施します。

彦根城博物館管理運営事業
　博物館の空調設備や屋根の改修工事などを行います。

名勝「玄宮楽々園」保存整備事業
　　　　　　　　　　　
　玄宮園の保存整備を
実施し、楽々園地震の
間棟などの保存整備工
事や、次年度以降に復
元・保存修理を予定し
ている虎

こ

踞
きょ

や楽々の間
棟の設計を実施します。

彦根城維持管理事業
　表門山道の整備工事や、橋、建物の補修工事を行う
ほか、I

イ コ カ

COCA カードを使って入場料の支払いができる
ようにします。

１，８３３万８千円
　 　　　　　　　　
　 　　　　

６，８００万円
　　　　　　　　　　

１,６９０万円
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　１億６,２３５万円

１億３，１６１万７千円
　　　　　　　　　　

　　

２億３，０８８万２千円

市民憲章２　歴史と伝統を生かし、文化の香り高いまちをつくります　【文化・文化財の分野】

道路新設改良事業　　

都市計画道路整備事業　

土地利用計画業務
　都市交通マスタープランを新たに作成するほか、都
市計画マスタープランの改定などを行います。

都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業　

　庄堺公園の大型遊具の改築工事を行います。

彦根駅東土地区画整理事業

ＪＲ稲枝駅舎および周辺整備事業

　湖東圏域南部
の玄関口として、
ＪＲ稲枝駅舎およ
びその周辺の整
備を進めます。

駅舎バリアフリー化促進事業
　彦根駅西口の上りエスカレーターの入れ替えや、下りエス
カレーターの新設工事などの実施設計を行います。

公共下水道建設事業    

４億１，０４４万７千円

３億３，６３３万６千円

１，３５４万８千円

１，００６万円

３億３８８万２千円

５億３，８３８万５千円

３１１万６千円

１０億２，１７８万３千円

市民憲章１　郷土を愛し、水と緑の美しいまちをつくります　【都市基盤・環境の分野】

▶
み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー

▲現在の JR稲枝駅舎

◀
玄
宮
楽
々
園

平
成
26
年
度 

彦
根
市
の
予
算
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特
集　　　　　　　　　　　　を創るために　「強い彦根」

地区公民館整備事業　
　旭森地区公民
館の空調設備の
改修工事などを
行います。

農村体験民泊活動推進事業　　
　市内での農村体験を推進するため、受入先の家庭を
支援します。

中心市街地活性化調査事業　　
　新しい「中心市街地活性化基本計画」を策定するた
めに、検討・調査を行います。

経済活性化委員会事業　　　
　「彦根市経済活性化委員会」を設置し、中小企業の活
性化に向けた調査・研究を行うなど、地域経済の促進
に向けた取り組みを進めます。

経済活性化対策住宅改修等促進事業　　　

　地域経済の活性化を図るため、住宅リフォーム制度
を改め、住宅改修のみならず外構工事などにまで補助
を拡大し、より多くの業者への波及効果を目指します。

彦根夏の陣開催事業　　　
　夏の陣のフィナー
レを飾る「彦根ばやし
総おどり」について、
二部制の採用や踊り
の編曲などリニュー
アルを行います。

全国城サミット開催事業　　　　
　10 月 1 日〜 11 月 30 日に「彦根城フェス」を、
11 月 28 日〜同 30 日に「全国城サミット in 彦根」
を開催します。

集会所設置補助事業
新たに、老朽化した集会所の耐震化の改修について

助成を拡大します。

介護保険基盤整備事業
　小規模特別養護老人ホームなどの公的介護施設の整
備をする事業者に補助金を交付します（８箇所）。

消防車両整備事業
　消防団に配備している消防ポンプ車や消防署北分署
のタンク車を購入します。消防署北分署に配備してい
るはしご車をより高機能な 25 メートル級の屈折式の
ものを購入
します。

医療機器の整備
　耐用年数を経
過した、医療機
器を新しくする
ほか、心臓リハ
ビリステーショ
ンシステムを導
入します。

相談支援事業
　障害のある人からの相談件数の増加や相談内容の複
雑・専門化に対応するため、県内で初めて「基幹相談
支援センター」を設置します。

がん検診事業
　がん検診の受診料を 500 円（胸部レントゲン検査
については 200 円）にするとともに、肺がんなど死
亡率の高いがんへの予防対策を検討します。

５２９万２千円

３８万５千円

３０１万２千円

５９８万７千円

４，５２２万２千円

２，２２２万１千円

１，４８０万円

７０８万３千円

２億１,１６０万円

１億６,８０６万６千円

５億円

６,６８５万円

６,８５０万５千円

市民憲章４　心とからだを鍛え、働く喜びに満ちたまちをつくります　【生涯学習・産業の分野】

市民憲章３　人権を尊び、お互いに助け合い、信頼しあうまちをつくります　【人権・福祉・安全の分野】

▲旭森地区公民館

▶
は
し
ご
車
（
イ
メ
ー
ジ
）

▲市立病院

▲彦根ばやし総おどり大会（平成25年）

議会開放推進事業　　　　
　市民に分かりやすく開かれた議会を目指し、本会議
をインターネットから中継（生放送・録画）できるよう
にするために老朽化した議場の映像・音響機器を入れ
替えます。

知事選挙執行経費　　　　
　大型商業施設での期日前投票を
実施します。

彦根市総合計画後期基本計画策定経費
　　　　
　「彦根市総合計画後期基本計画」を策定するために、
審議会を開催します。

電子入札運営事業　　　　
　談合などの不正行為の防止や、参加業者の利便性の
向上などのために、電子入札システムを導入します。

３,５９５万９千円

１億２,９９５万３千円

３億８，７００万円

８８０万８千円

１億４万８千円

国際理解教育推進事業
　英語教育指導員を配置し、小学校のモデル校で、１年
生から英語教育を実践するための研究を進めます。ま
た、中学校のモデル校でも、英語科の授業を全て英語
で進めるなど、「使える英語」の指導充実を図ります｡

幼稚園一般経費
　入園児の保育環境の向上を図るために、特別支援の
担当教諭や、３歳児保育の担当教諭の配置基準を保育
所と統一します。

中学校給食配膳室整備事業　　　　　
　平成 27年度から給食センターの運用を始めるため
に、各中学校の施設を整備します。

小１すこやか支援事業　　　　　
　小学１年生が、学校生活にスムーズになじめるよう、
きめ細かな指導をするために、市単独費で支援員を配
置します。

湖東定住自立圏学校給食センター管理運営事業

　給食センターを運用するために食器・厨房用品など
を購入します。平成27年２・３月に試運転を行います。

市民憲章５　若い力を育て、夢と活気のみなぎるまちをつくります　【次世代育成・市民交流の分野】

そ　　　の　　　他

▲彦根市議会議場（３月定例会）

◀
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地

（
右
奥
の
建
物
は
彦
根
総
合

　
　

地
方
卸
売
市
場
）

投
票
箱

414 万円 2,850 万円

429 万８千円

607 万 9 千円

平成 26 年度 彦根市の予算
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市
役
所
の
組
織
が

一
部
変
わ
り
ま
す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市
人
事
課

新
た
な
行
政
課
題
に
適
切
に
対

応
し
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行

う
た
め
、
４
月
１
日
㈫
か
ら
事
業

の
担
当
課
や
組
織
を
一
部
変
更
し

ま
す
。

建
築
住
宅
課
の
設
置

市
営
住
宅
へ
の
入
居
者
の
ニ
ー

ズ
に
迅
速
か
つ
適
確
な
対
応
を
行

う
た
め
、
こ
れ
ま
で
建
物
の
修
繕

を
担
当
し
て
き
た
建
築
指
導
課
建

築
係
と
、
市
営
住
宅
の
入
居
者
対

応
を
行
っ
て
き
た
住
宅
管
理
室
を

統
合
し
ま
す
。

地
域
経
営
推
進
室
の
設
置

　　　
　　  

　　
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
豊

か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域

社
会
の
実
現
と
、
地
方
分
権
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
体
制
を
実
現

す
る
た
め
、
企
画
課
に
地
域
経
営

推
進
室
を
設
置
し
ま
す
。

臨
時
給
付
金
支
給
室
の
設
置

　　　　　

  　　
　
臨
時
福
祉
給
付
金
と
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
支
給
事
務

を
す
る
た
め
、
福
祉
保
健
部
に
臨

時
給
付
金
支
給
室
を
設
置
し
ま
す
。

彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
準
備
室
の

設
置

　

彦
根
城
の
世
界
遺
産
登
録
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
構

成
資
産
と
な
る
国
指
定
文
化
財
の

価
値
を
証
明
す
る
こ
と
や
保
存
な

ど
の
計
画
作
り
が
必
要
で
す
。
こ

の
た
め
、
文
化
財
部
に
彦
根
城
世

界
遺
産
登
録
準
備
室
を
設
置
し
ま

す
。

歴
史
民
俗
資
料
室
の
設
置

　

彦
根
の
歴
史
や
文
化
に
関
わ
る

資
料
の
収
集
や
調
査
な
ど
文
化
財

課
に
新
た
に
歴
史
民
俗
資
料
室
を

設
置
し
ま
す
。

「
国
際
交
流
」

業
務
担
当
課
の
変
更

　　　　　

  　　
　「
国
際
交
流
」に
か
か
る
業
務
担

当
課
が
、
企
画
課
か
ら
人
権
政
策

課
に
変
わ
り
ま
す
。

市
史
編
さ
ん
室
の
廃
止

　

文
化
財
課
に
設
置
し
て
い
た
市

史
編
さ
ん
室
を
廃
止
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
事
課
☎

30-

６
１
０
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

幼
稚
園
・
保
育
所
の
窓
口
を

統
合
し
ま
す

　　　□市
子
育
て
支
援
課

こ
れ
ま
で
教
育
委
員
会
で
行
っ

て
き
た
幼
稚
園
に
関
す
る
業
務
を
、

子
育
て
支
援
課
が
行
い
ま
す
。

窓
口
で
は
幼
稚
園
・
保
育
所
の

入
園
・
入
所
の
手
続
き
や
、
保
育

に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

認
定
子
ど
も
園
の
検
討
や
、
既

存
施
設
を
活
用
し
た
待
機
児
童
の

解
消
、
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
の

資
質
を
高
め
る
な
ど
、
幼
児
期
の

教
育
や
保
育
の
向
上
の
た
め
に
取

り
組
み
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

課
☎
23-

９
５
９
７
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

１
７
６
８
番

市
長
と
話
し
ま
せ
ん
か

今
年
度
１
回
目 

巡
回
市
長
室

　□市
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

市
長
が
市
内
各
地
に
出
向
き
、

地
域
の
課
題
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
と
お
話
し

ま
す
。

　

こ
の
「
巡
回
市
長
室
」
は
、
市

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市
商
工
課

地
域
経
済
の
活
性
化
と
居
住
環

境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
の
「
彦
根
市
緊
急
経
済
対
策
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
」
を
廃

止
し
、
新
し
い
制
度
を
始
め
ま
す
。

市
内
に
本
社
が
あ
る
法
人
ま
た

は
、
市
内
に
住
所
が
あ
る
個
人
の

施
工
業
者
を
利
用
し
て
、
住
宅
の

改
修
等
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
新
制

度
で
は
、
旧
制
度
か
ら
次
の
３
点

の
改
善
を
行
い
ま
し
た
。

▼
助
成
対
象
工
事
の
範
囲
を
増
築

や
外
構
工
事
な
ど
に
ま
で
拡
大

▼
事
前
申
し
込
み
の
受
付
回
数
を

年
１
回
（
４
月
頃
）
か
ら
年
２
回

（
４
月
頃
と
10
月
頃
）
に
増
加

▼
申
請
者
の
手
続
き
の
回
数
を
、

３
回
（
事
前
申
し
込
み
・
交
付
申

請
・
実
績
報
告
）
か
ら
２
回
（
事

前
申
し
込
み
・
交
付
申
請
〈
兼
実
績

報
告
〉）
に
縮
減

対
象
工
事　

次
の
①
〜
③
を
全
て

満
た
し
て
い
る
工
事

①
「
増
築
、改
築
、修
繕
、補
修
等

の
工
事
」「
下
水
道
工
事
」「
外

構
工
事
」「
防
犯
対
策
工
事
」

「
省
エ
ネ
対
策
工
事
」の
い
ず
れ

か
の
工
事

②
平
成
26
年
度
中
の
工
事（
４
月
１

日
以
降
に
着
工
し
、
平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で
に
完
了
す
る
工
事
）

③
助
成
対
象
工
事
の
経
費
が
20
万

円
以
上
（
消
費
税
を
含
む
）
の
工
事

※
対
象
と
な
る
工
事
に
つ
い
て
、

本
事
業
と
併
せ
て
、
他
の
補
助

（
国
・
県
や
彦
根
市
）
を
受
け
る
場

合
、
他
の
補
助
の
対
象
と
な
る

経
費
は
、
助
成
対
象
経
費
か
ら

外
し
ま
す
。
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
本
事
業
の
「
手
引

き
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
手
引

き
」
は
、
商
工
課
、支
所
、各

出
張
所
で
配
布
す
る
ほ
か
、
彦

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

対
象
住
宅　

市
内
の
住
宅
。
た
だ

し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
集
合

住
宅
は
自
己
所
有
部
分
の
み
を
、

店
舗
な
ど
の
併
用
住
宅
は
居
住

部
分
の
み
が
対
象
で
す
。
事
務

所
や
店
舗
、
賃
貸
ア
パ
ー
ト
な

ど
は
対
象
外
で
す
。

対
象
者　

次
の
①
②
の
全
て
を
満

た
し
て
い
る
人

①
市
内
に
住
民
登
録
を
有
す
る
人

で
、
対
象
と
な
る
住
宅
を
自
ら

所
有
し
、
居
住
し
て
い
る
人

②
市
税
や
彦
根
市
の
各
種
融
資
の

償
還
に
つ
い
て
滞
納
が
な
い
人

▼
助
成
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
同

一
住
宅
お
よ
び
同
一
人
に
対
し

て
１
回
限
り
で
す
。

▼
対
象
と
な
る
住
宅
お
よ
び
土
地

が
共
有
名
義
で
も
、
複
数
人
に

よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
旧
制
度
の
「
彦
根
市
緊
急
経
済

対
策
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事

業
」
の
活
用
者
も
対
象
で
す
。

助
成
額　

助
成
対
象
工
事
経
費
の

10
％
で
、最
高
10
万
円
（
千
円
未

満
は
切
り
捨
て
）　

申
込
方
法　
「
第
１
回
事
前
申
し

込
み
」　

商
工
課
、
支
所
、
各

出
張
所
に
あ
る「
事
前
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

商

工
課
（
市
役
所
３
階
）
の
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
　

申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
、

予
算
の
範
囲
内
で
抽
選
を
行
い

ま
す
。
当
選
者
に
は
、「
助
成

候
補
者
決
定
通
知
書
」
お
よ
び

交
付
申
請
の
方
法
を
明
記
し
た

『
助
成
金
交
付
申
請
の
案
内
』を
、

落
選
者
に
は
『
落
選
通
知
書
』

を
そ
れ
ぞ
れ
５
月
下
旬
に
送
付

し
ま
す
。

受
付
期
間
（
第
１
回
）

４
月
１
日
㈫
～
５
月
９
日
㈮

※
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で

※
「
第
２
回
事
前
申
し
込
み
」
は
、

経
済
活
性
化
対
策
住
宅
改
修
等
促
進
事
業

市
内
業
者
で
施
工
す
る

住
宅
改
修
な
ど
の

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

民
の
皆
さ
ん
と
の
情
報
交
換
、
交

流
の
場
で
す
。
参
加
を
希
望
す
る

人
は
、
次
の
と
お
り
、
事
前
の
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
・
場
所　

①
４
月
22
日
㈫　

午
前
10
時
〜
正

午 

南
地
区
公
民
館
（
甘
呂
町
）

☎
25-

５
１
７
７
番

②
４
月
24
日
㈭　

午
前
10
時
〜
正

午 

東
地
区
公
民
館
（
大
東
町
）

☎
24-

４
９
５
１
番

申
込
期
間

①
４
月
１
日
㈫
〜
同
19
日
㈯

②
４
月
１
日
㈫
〜
同
23
日
㈬

面
談
時
間　

１
人
（
団
体
）
当
た
り

20
分
程
度

対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
20

歳
以
上

※
市
内
の
自
治
会
や
市
民
活
動
団

体
な
ど
も
対
象
と
し
ま
す
。
団

体
の
場
合
は
、
代
表
者
２
人
以

内
と
の
面
談
と
し
ま
す
。

※
政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と

す
る
個
人
、
団
体
は
対
象
と
し

　

ま
せ
ん
。

※
市
長
と
参
加
者
と
の
面
談
の
様

　

子
は
、
録
音
、
録
画
し
た
う
え
、

原
則
と
し
て
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。
こ
れ

に
同
意
い
た
だ
け
な
い
場
合
は

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

定
員　

１
会
場
当
た
り
５
人
（
団

体
）（
先
着
順
）

申
込
場
所　

会
場
と
な
る
場
所
の

窓
口
の
み
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
方
法　

会
場
と
な
る
場
所
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書

い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

10
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
広
報
ひ
こ
ね
10
月
１

日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

留
意
事
項　

事
前
申
し
込
み
を
す

る
人
は
、
当
選
に
備
え
、
工
事

前
に
、
本
事
業
の
「
手
引
き
」

を
ご
確
認
の
上
、
必
要
書
類
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
書

類
が
不
足
す
る
場
合
は
、
申
請

を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
特
に
工
事
前
に
工
事
箇

所
の
詳
細
な
写
真
を
撮
影
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
課
☎

30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番

地
域
通
貨
「
彦
」
を

燃
や
す
ご
み
専
用
袋
と

交
換
で
き
ま
す

　　　　　□市
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

４
月
１
日
㈫
か
ら
、
地
域
通
貨

「
彦げ

ん

」
を
、家
庭
用
の
燃
や
す
ご
み

専
用
袋
（
特
大
）
と
交
換
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

交
換
条
件　

地
域
通
貨
「
彦
」
１

枚
を
、
家
庭
用
の
燃
や
す
ご
み

専
用
袋
（
特
大
）
１
袋
10
枚
入
り

と
交
換

交
換
窓
口　

ま
ち
づ
く
り
推
進

室
（
市
役
所
１
階
）、
支
所

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

副
市
長
に

山や
ま

根ね　
裕ひ

ろ

子こ

さ
ん

任
期
は
、平
成
26
年
４
月

１
日
か
ら
同
30
年
３
月
31

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。
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特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別

障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉

手
当
制
度
の
お
知
ら
せ

□市
障
害
福
祉
課

　
「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」
は
、対

象
者
に
４
か
月
に
１
回
手
当
を
支

給
し
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
特
別
障
害
者
手
当
」「
障
害
児

福
祉
手
当
」
は
、
対
象
者
に
３
か

月
に
１
回
手
当
を
支
給
し
、
負
担

の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

各
手
当
額　

法
律
の
規
定
に
基
づ

き
、
支
給
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

（
下
表
の
と
お
り
）。

対
象

特
別
児
童
扶
養
手
当　

身
体
ま

た
は
精
神
に
重
度
ま
た
は
中
度

以
上
の
障
害
の
あ
る
児
童
の
父

母
、
も
し
く
は
父
母
に
代
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
（
施
設
入
所
す
る
と
対
象
外
に
な

り
ま
す
）

特
別
障
害
者
手
当　

20
歳
以
上
で

重
度
の
重
複
障
害
が
あ
り
、
常

時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る

状
態
に
あ
る
か
、
絶
対
安
静
を

必
要
と
す
る
人
（
施
設
入
所
し
た

り
、
３
か
月
以
上
入
院
し
た
り
す
る

と
対
象
外
に
な
り
ま
す
）

障
害
児
福
祉
手
当　

20
歳
未
満
で

重
度
の
障
害
の
た
め
、
日
常
生

３月分まで（月額）

1級（重度障害）50,500円

2級（中度障害）33,330円

14,180円

26,080円

14,180円

4月分から（月額）

1級（重度障害）49,900円

2級（中度障害）33,230円

14,140円

26,000円

14,140円

特別児童扶養手当

障害児福祉手当

特別障害者手当

福祉手当（経過措置）

24
枚
）

自
動
車
燃
料
費
の
助
成
額

　

年
額
６
千
円
（
３
０
０
円
×
20
枚
）

対
象　

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
障
害
者
支
援
施
設

や
老
人
福
祉
施
設
、
介
護
保
険

施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
な
い

人
で
、
市
民
税
所
得
割
額
（
平

成
25
年
度
課
税
）
が
16
万
円
未
満

の
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
の
所
持
者
で
、
次
の
い
ず

れ
か
の
障
害
の
あ
る
人　

▼
肢
体
不
自
由
障
害
の
う
ち
下

肢
障
害
、
体
幹
機
能
障
害
ま

た
は
移
動
機
能
障
害　

▼
視
覚
障
害　

▼
内
部
障
害
（
免
疫
機
能
障
害
を

含
む
）

②
療
育
手
帳
Ａ
１
ま
た
は
Ａ
２
の

所
持
者

意
見
公
募
手
続
制
度

結
果
の
お
知
ら
せ

意見の件数　　　　　　　　  　3 件
　案の修正を行うもの　　　　  0 件
　案の修正を行わないもの　　  3 件

問い合わせ先　 交通対策課☎ 30-
6134、FAX24-8517

湖東圏域地域公共交通総合連携
計画（第二次計画）（素案）

活
で
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

人
（
施
設
入
所
す
る
と
対
象
外
に
な

り
ま
す
）

所
得
制
限

特
別
児
童
扶
養
手
当　

障
害
児

の
父
母
（
手
当
請
求
者
）
や
、生
計

を
同
一
に
し
て
い
る
扶
養
義
務

者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
が
、
い

ず
れ
も
定
め
ら
れ
た
限
度
額
の

範
囲
内
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当

本
人
、
配
偶
者
、
同
じ
世
帯
で

の
最
多
の
収
入
者
（
扶
養
義
務

者
）
の
所
得
が
、
い
ず
れ
も
定

め
ら
れ
た
限
度
額
の
範
囲
内
で

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
毎
年
８
月
に
、
所
得
状
況
等
支

給
要
件
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

障
害

福
祉
課
☎
27-

９
９
８
１
番
、Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番

心
身
障
害
者
の
社
会
参
加
の
た
め
に

タ
ク
シ
ー
運
賃
・
自
動
車
燃

料
費
を
助
成

□市
障
害
福
祉
課

　

重
度
の
障
害
が
あ
る
人
の
積
極

的
な
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、

タ
ク
シ
ー
運
賃
ま
た
は
自
動
車
燃

料
費
の
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。

申
請
が
必
要
で
す
。

タ
ク
シ
ー
運
賃
の
助
成
額

　

年
額
１
万
２
千
円
（
５
０
０
円
×

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
ま
た
は
２
級
の
所
持
者

※
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
は
、
本

人
ま
た
は
本
人
と
生
計
が
同

じ
家
族
が
、
自
動
車
を
所
有
し

運
転
す
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

受
付
開
始
日　

４
月
１
日
㈫

持
ち
物　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
、
印
鑑

※
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
に
は
、

自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
確
認

し
ま
す
の
で
、
車
検
証
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

障

害
福
祉
課
☎
27-

９
９
８
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市
障
害
福
祉
課

①
障
害
者
総
合
支
援
法
の
一
部
変
更

●
重
度
訪
問
介
護
の
対
象
拡
大

重
度
の
知
的
障
害
ま
た
は
精

神
障
害
に
よ
り
、
行
動
上
著
し

い
困
難
を
有
し
、
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
障
害
の
あ
る
人

●
地
域
移
行
支
援
の
対
象
拡
大

▼
保
護
施
設
（
救
護
施
設
・
更
生
施

設
な
ど
）に
入
所
し
て
い
る
障
害

の
あ
る
人

▼
矯
正
施
設
な
ど
（
刑
事
施
設
・
少

年
院
な
ど
）に
入
所
し
て
い
る
障

害
の
あ
る
人

●
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
へ
の
一
元
化

▼
事
業
所
が
介
護
の
提
供
を
行
う
型

▼
外
部
の
居
宅
介
護
事
業
者
に
介

護
の
提
供
を
委
託
す
る
型

そ
の
他
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
住

居
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

●
障
害
支
援
区
分
へ
変
更

こ
れ
ま
で
の
障
害
程
度
区
分

か
ら
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
必

要
性
の
た
め
、
障
害
の
多
様
な

特
性
そ
の
他
心
身
の
状
態
に
応

じ
て
、
標
準
的
な
支
援
の
度
合

を
総
合
的
に
示
す
も
の
へ
（
特

に
、
知
的
障
害
お
よ
び
精
神
障
害
の

あ
る
人
の
特
性
に
応
じ
て
、
適
切
な

配
慮
や
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
）

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改

定
　

消
費
税
引
き
上
げ
に
か
か
る

改
定

②
相
談
支
援
体
制
の
充
実

●
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

湖
東
地
域
の
相
談
支
援
事
業

所
の
中
核
と
な
り
、
自
立
支
援

協
議
会
の
運
営
機
能
を
有
す
る

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
▼
ス
テ
ッ
プ
あ
ッ
プ
21

●
相
談
支
援
事
業
所
の
拡
充
と
新

設
▼
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　

ま

な
▼
（
拡
充
）
彦
根
学
園　

相
談
支
援

事
業
所

▼
（
新
設
）
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

あ
お
い

▼
（
新
設
）
相
談
支
援
事
業
所　
　

か
い
ぜ
寮　

▼
（
新
設
）
ぽ
ぽ
相
談
室

③
重
度
障
害
の
あ
る
人
の
地
域
生

活
の
支
援
の
充
実

●
重
症
心
身
障
害
者
の
通
園
施
設

運
営
費
補
助

支
援
員
特
別
配
置
等
経
費

（
特
に
濃
厚
な
医
療
的
ケ
ア
が
必
要

な
利
用
者
へ
の
支
援
）

●
在
宅
重
度
障
害
者
等
支
援

強
度
行
動
障
害
者
対
応
短
期

入
所
人
員
配
置
加
算（
強
度
行
動

障
害
の
あ
る
人
が
、
短
期
入
所
を
利

用
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
一
定
の

条
件
を
満
た
す
短
期
入
所
事
業
所
に

対
し
て
、
報
酬
加
算
を
行
う
も
の
）

を
追
加

④
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
に
対
し

て
、
補
聴
器
の
購
入
費
や
修
理

費
の
一
部
を
助
成

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象

と
な
ら
な
い
児
童
（
軽
度
・
中
等
度

難
聴
児
）
に
、医
学
的
意
見
を
も
と

に
、
補
聴
器
の
購
入
費
や
修
理
費

の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
を
開
始

⑤
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る

日
常
生
活
用
具
給
付
に
か
か
る

一
部
用
具
の
基
準
額
の
変
更

●
該
当
す
る
生
活
用
具
（
一
部
）

特
殊
マ
ッ
ト
、訓
練
い
す
、訓
練

用
ベ
ッ
ド
、
便
器
、
Ｔ
字
状
杖
、

移
動
・
移
乗
支
援
用
具
、
特
殊

便
器
、
自
動
消
火
器
、
電
磁
調

理
器
、
透
析
液
加
温
器
、
ネ
ブ

ラ
イ
ザ
ー
、
電
気
式
た
ん
吸
引

器
、
酸
素
ボ
ン
ベ
運
搬
車
、
ス

ト
ー
マ
装
具
、
紙
お
む
つ
な
ど

⑥
移
動
支
援
で
、身
体
障
害
・
知
的

障
害
・
精
神
障
害
外
出
介
護
の

４
時
間
超
の
単
価
設
定
と
、
発

達
障
害
の
あ
る
人
へ
利
用
対
象

者
を
拡
大

●
個
別
支
援
の
単
価

▼
30
分
〜
４
時
間
以
内（
変
更
な
し
）

▼
４
時
間
を
超
え
る
場
合　

30
分

ご
と
（
８
５
０
円
加
算
）

●
利
用
対
象
者
の
拡
大

発
達
障
害
者
そ
の
他
の
障
害

者
で
あ
っ
て
、
市
長
が
利
用
を

適
当
と
認
め
る
人
（
日
中
一
時
支

援
事
業
の
利
用
者
に
限
る
。
65
歳
以

上
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
対
象

者
を
除
く
）

⑦
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
や
人
工
関

節
な
ど
を
入
れ
た
人
に
対
す
る

身
体
障
害
者
手
帳
の
認
定
基
準

の
変
更（
４
月
１
日
以
降
の
申
請
か

ら
）

●
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
な
ど
を
入
れ
た

人
（
心
臓
機
能
障
害
）

　
　

１
級
、
３
級
、
４
級
の
い
ず

れ
か
に
認
定
（
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
な

ど
へ
の
依
存
度
や
、
日
常
生
活
活
動

の
制
限
の
程
度
に
応
じ
て
認
定
）

●
人
工
関
節
な
ど
を
入
れ
た
人

（
肢
体
不
自
由
）

▼
股
関
節
・
膝
関
節　

４
級
、
５

級
、
７
級
、
非
該
当
の
い
ず
れ

か
に
認
定
（
術
後
の
経
過
の
安
定

し
た
時
点
で
の
関
節
可
動
域
な
ど
に

応
じ
て
認
定
）

▼
足
関
節　

５
級
、
６
級
、
７

級
、
非
該
当
の
い
ず
れ
か
に
認

定
（
術
後
の
経
過
の
安
定
し
た
時
点

で
の
関
節
可
動
域
な
ど
に
応
じ
て
認

定
）

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
変
更

４
月
１
日
㈫
か
ら
、
障
害
福
祉
施
策
の
一
部
が
次
の
と
お
り
変
更

に
な
り
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課
☎
27-

９
９
８
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
し
く
み

～
安
定
し
た
制
度
で
、
高
齢
者
医
療
を

守
る
た
め
に
～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　□市 

保
険
年
金
課

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
都
道
府
県

ご
と
に
設
置
さ
れ
た
「
広
域
連
合
」
が
運

営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、　

75
歳
以
上
の
人
と
、一

定
以
上
の
障
害
に
よ
り
認
定
を
受
け
た
65

歳
以
上
の
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

る
人
（
被
保
険
者
）
の
医
療
費
の
財
源
は
、

次
の
と
お
り
国
民
全
体
で
支
え
合
っ
て
い

ま
す
。

▼
公
費
（
国
・
県
・
市
町
が
負
担
す
る
お
金
）

約
５
割

▼
支
援
金
（
75
歳
未
満
の
人
が
負
担
す
る
お

金
）　

　

約
４
割

▼
被
保
険
者
が
納
め
る
保
険
料

　

約
１
割

医
療
費
は
、
高
齢
化
の
進
行
や
医
療
の

高
度
化
に
よ
り
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
増
加
は
、
こ
の
制
度
の
財
政
を

圧
迫
し
、
皆
さ
ん
に
ご
負
担
い
た
だ
く
保

険
料
の
増
額
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

限
り
あ
る
財
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た

め
に
、
適
正
な
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課
☎
30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

２
２
２
０

番
、
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
☎
０
７
７-

５
２
２-

３
０
１
３
番

平
成
26
・
27
年
度
の

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市 

保
険
料
課

医
療
費
に
見
合
う
保
険
料
収
入
を
確
保

し
、
制
度
の
健
全
な
運
営
を
維
持
す
る
た

め
、
４
月
１
日
㈫
か
ら
保
険
料
率
を
改
定

し
ま
す
（
下
表
）。

な
お
、
所
得
が
低
い
人
の
保
険
料
の
均

等
割
額
（
被
保
険
者
全
員
が
等
し
く
負
担
す
る

保
険
料
）の
軽
減
の
範
囲
を
拡
大

し
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
７
月
中
旬
に

保
険
料
額
を
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
料
課

☎
30-

６
１
４
５
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
21-

２
２
２
０
番
、
滋
賀

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
☎
０
７
７-

５
２
２-

３
０

１
３
番

医療機関に
かかるときのマナー

～心がけましょう 適正受診～

▶同じ病気で、複数の医療機関を
必要以上に受診するのは、でき
るだけ控えましょう。検査や投
薬を重複して受けることによ
り、かえって体に悪影響を与え
る可能性があります。

▶後発医薬品（ジェネリック医薬
品）は、新薬と同等の効能を持
ち、費用もおおむね安く済みま
すので、医療機関や調剤薬局で
相談してみましょう。

年金収入額
80万円まで

153万円（所得割賦課なしの上限額）
198万円

平成24・25年度（年額）
 　4,170円　　　
 6,255円　　　

5万1,633円　　　

例）一人世帯で公的年金収入のみの場合の保険料額
（平成24・25年度との比較）

（318円増額）
（477円増額）

（3,917円増額）

平成26・27年度（年額）
 　4,488円　　　
 6,732円　　　

5万5,550円　　　

高
齢
者
は
家
の
近
所
で

交
通
事
故
に
遭
っ
て
い
ま
す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市
交
通
対
策
課

慣
れ
た
道
で
も
油
断
大
敵

交
通
死
亡
事
故
者
の
約
４
割
は

高
齢
者
で
す
。
多
く
は
自
宅
か
ら

５
０
０
メ
ー
ト
ル
圏
内
で
事
故
に

遭
っ
て
い
ま
す
。

外
出
す
る
と
き
は
、
日
頃
か
ら

安
全
確
認
の
意
識
を
高
く
持
ち
、

「
停
ま
っ
て
い
る
車
が
急
発
進
す

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
考
え
る
な

ど
、
危
険
を
予
測
し
て
交
通
事
故

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

他
人
事
で
は
な
い
交
通
事
故

　

市
内
で
は
約
１
０
０
人
に
１
人

が
、
交
通
事
故
に
よ
っ
て
け
が
を

し
て
い
ま
す
。
誰
も
が
交
通
事
故

の
当
事
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

事
故
防
止
の
心
が
け

▼
道
路
は
信
号
機
や
横
断
歩
道
が

あ
る
と
こ
ろ
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

▼
交
差
点
や
道
路
を
横
断
す
る
と

き
は
、
左
右
の
安
全
を
確
か
め

ま
し
ょ
う
。

▼
ド
ラ
イ
バ
ー
は
高
齢
者
を
見
か

け
た
ら
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し

て
慎
重
に
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

交
通
対
策
課

☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日
㈰
～
同
15
日
㈫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市
交
通
対
策
課

運
動
の
基
本　

子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止

運
動
の
重
点

▼
自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
、車
道
が
原
則
、歩

道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
走
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車

道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用 

▼
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

▼
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
い
合
わ
せ
先　

交
通
対
策
課

☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

平
成
25
年
度
彦
根
市
水
道
事
業

事
業
評
価
報
告
書
の
公
表

　　　　　□市
上
下
水
道
総
務
課

水
道
事
業
は
、
平
成
16
年
度
に

「
彦
根
市
水
道
事
業
中
期
経
営
計

画
」、同
22
年
度
に
「
彦
根
市
水
道

事
業
第
２
期
中
期
経
営
計
画
」
を

そ
れ
ぞ
れ
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ

い
て
経
営
健
全
化
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
公
募
委
員
や
有
識
者
で

構
成
す
る
「
彦
根
市
水
道
事
業
評

価
委
員
会
」
を
設
置
し
、
事
業
評

価
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
評
価
制
度
は
、
水
道

事
業
を
彦
根
市
の
外
部
か
ら
評
価

し
、
そ
の
結
果
を
公
営
企
業
と
し

て
の
経
営
に
生
か
す
た
め
の
も
の

で
す
。

　

平
成
25
年
度
中
に
、
合
計
６
回

の
委
員
会
を
開
催
し
、
同
24
年
度

事
業
の
評
価
結
果
を
「
平
成
25
年

度　

彦
根
市
水
道
事
業　

事
業
評

価
報
告
書
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。

日　時 

4月22日㈫19：00～20：30

4月23日㈬19：00～20：30

4月25日㈮19：00～20：30

4月26日㈯14：00～15：30

場　所

河瀬地区公民館（森堂町）

稲枝地区公民館（本庄町）

南地区公民館（甘呂町）

市民会館（尾末町）第2会議室

担当議員
野村郁雄　徳永ひで子　辻真理子　
馬場和子　安居正倫　谷口典隆
有馬裕次　西川正義　上杉正敏
赤井康彦　渡辺史郎　前川春夫
矢吹安子　安澤 勝　北川元気
山内善男　田中滋康　八木嘉之
山田多津子　北村 收　小川喜三郎
宮田茂雄　安藤 博　杉本君江

　

こ
の
評
価
報
告
書
は
、
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）
や
、上

下
水
道
部
の
窓
口（
市
民
会
館
１
階
）、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
総

務
課
☎
22-

８
４
７
７
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

４
０
５
４
番

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

　　　　　□市
議
会
事
務
局

市
議
会
議
員
が
、
新
年
度
予
算

や
議
会
活
動
の
状
況
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
報
告
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
予
算
か
ら
、
生

活
に
か
か
わ
る
も
の
を
中
心
に
、

そ
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。
下
表

の
と
お
り
市
内
４
か
所
で
開
催
し

ま
す
。

受
付
は
開
始
時
刻
の
30
分
前
か

ら
行
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

議
会
事
務
局

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

０
９
０
６
番

被保険者均等割額

所得割率

年間保険料の上限額

平成24・25年度

4万1,704円

8.12％

55万円

４月からの保険料率
平成26・27年度
4万 4,886円
8.73％
57万円
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星
空
教
室

火
星
接
近
中

〈
内
容
〉今
年
は
火
星
が
地
球
に
接

近
し
て
、
普
段
よ
り
明
る
く
見
え

ま
す
。
こ
の
機
会
に
春
の
夜
空
を

探
訪
し
ま
せ
ん
か
。 

〈
日
時
〉
４

月
11
日
㈮　

午
後
７
時
〜
同
９
時　

〈
場
所
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日

夏
町
）　
〈
対
象
〉
天
文
に
興
味
の

あ
る
人　
〈
費
用
〉
３
０
０
円
（
小

学
生
以
上
）　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４

５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
当
日
開
始
時
間
ま
で
に
、
直
接

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
悪
天
候
な
ど
の
中
止
決

定
は
当
日
の
午
後
４
時
に
行
い
ま

す
。
開
催
の
有
無
を
確
認
し
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

ウ
ィ
ズ

は
じ
め
て
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
・
春
コ
ー
ス

〈
内
容
〉
パ
ソ
コ
ン
を
学
ぶ
こ
と

に
よ
っ
て
よ
り
楽
し
く
、
活
動
的

ウ
ィ
ズ

さ
ん
か
く
塾

〈
内
容
〉男
女
共
同
参
画
社
会
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
気
づ
く

と
と
も
に
、
身
近
な
地
域
や
団
体

で
、
実
践
に
結
び
つ
け
る
よ
う
な

知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
。　
〈
開
催
日
等
〉
下
表
の
と

お
り 　
〈
時
間
〉
い
ず
れ
も
午
前

10
時
〜
正
午　
〈
場
所
〉 

男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」

（
平
田
町
）
会
議
室
ほ
か　
〈
対
象
〉 

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　

〈
定
員
〉 

30
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉 

各
回
３
０
０
円　
　
〈
申
込
期
間
〉

４
月
２
日
㈬
〜
同
18
日
㈮　

 

〈
託

児
〉
１
人
１
回
３
０
０
円
（
０
歳
〜

就
学
前
、
要
予
約
）　
〈
そ
の
他
〉
４

回
以
上
出
席
し
た
人
に
は
修
了
証

を
渡
し
ま
す
。　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

３
５
２
９
番　

※
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
直
接
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。 

〈
講
座
内
容
・
日
時
〉
左
表
の
と

お
り 　
〈
場
所
〉 

男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
講
習
室　

〈
対
象
〉 

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
。
前
期
・

後
期
を
連
続
し
て
受
講
で
き
る
人　

〈
定
員
〉
午
前
・
午
後
各
10
人
（
先

着
順
）   

〈
費
用
〉 

各
期
（
各
６
回
分
）

５
、
３
０
０
円
（
教
材
費
込
）　
〈
申

込
開
始
日
〉
４
月
２
日
㈬
午
前
９

時
〜   

〈
託
児
〉１
人
１
回
３
０
０

円
（
０
歳
〜
就
学
前
、
要
予
約
）　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共

子
ど
も
を
も
つ
人
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人　

▼
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免

を
受
け
て
い
る
人　

▼
児
童
扶
養
手
当
（「
児
童
手
当
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）
を
受
給
し
て
い

る
人　

▼
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止

に
な
っ
た
人　
　

▼

教
育
委
員
会
が
就
学
援
助
費

の
受
給
が
必
要
と
認
め
る
人

給
付
内
容　

学
用
品
費
、
学
校
給

食
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど

手
続
方
法　

各
小
・
中
学
校
ま
た

は

教
育
委
員
会
（
市
民
会
館
２

階
）
に
あ
る
所
定
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
子
ど
も

が
在
学
し
て
い
る
学
校
に
提
出

安
心
し
て
就
学
す
る
た
め
の

就
学
援
助
制
度

□市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
子
ど

も
の
就
学
に
必
要
な
経
費
を
負
担

す
る
こ
と
が
困
難
な
保
護
者
に
、

学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
な
ど
の

一
部
を
援
助
し
ま
す
。

対
象　

彦
根
市
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
小
・
中
学
校
に
在
学
す
る

債務などで
生活にお困りなら
まずは相談を

福祉の制度をはじめ生活全般に関する相談
に対応するために、法テラス（※）から弁護士
を招いて、債務整理や、離婚に伴う養育費、成
年後見人制度について学習し、市職員のスキル
アップを行いました。

債務、離婚問題、本人や家族の金銭管理など
により、日々の生活で悩んでいることがありま
したらご相談ください。
※法テラス　日本司法支援センターの愛称で、

国によって設立された法的トラブル解決の
ための「総合案内所」です。誰でも気軽に相
談していただけます（☎ 0570-078-374）。

問い合わせ先　 社会福祉課☎ 30-6117、
FAX22-1398 し

て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
の
住

所
が
他
市
町
村
の
場
合
は
、
所

得
を
証
明
す
る
書
類（
平
成
26
年

度
課
税
証
明
書
な
ど
で
前
年
度
の
所

得
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）の
添

付
が
必
要
で
す
。

※
申
請
は
、
年
度
途
中
で
も
受
け

付
け
ま
す
が
、
援
助
は
認
定
日

以
降
の
月
額
に
な
り
ま
す
。

※
申
請
日（
学
校
に
申
請
書
を
提
出
し

た
日
）
が
そ
の
月
の
16
日
か
ら

月
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
っ
た

と
き
は
、
翌
月
か
ら
の
給
付
に

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
３

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

４
月
２
日
㈬
〜
同
８
日
㈫

発
達
障
害
啓
発
週
間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市
発
達
支
援
室

発
達
障
害
は
、
育
て
方
に
よ
る

も
の
で
は
な
く
、
脳
の
働
き
の
違

い
か
ら
「
他
人
の
気
持
ち
を
理
解

し
づ
ら
い
」「
新
し
い
こ
と
を
学
習

す
る
の
が
苦
手
」
な
ど
の
特
性
が

み
ら
れ
ま
す
。

周
囲
か
ら
の
偏
見
や
誤
解
を
招

く
こ
と
が
あ
り
、
本
人
と
家
族
が

人
間
関
係
や
集
団
生
活
で
、
何
ら

か
の
困
難
を
感
じ
て
い
る
人
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

周
囲
の
正
し
い
理
解
と
温
か
い

見
守
り
に
よ
り
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
に
す
る
た
め
に
、

啓
発
週
間
の
期
間
中
に
市
立
図
書

館
で
発
達
障
害
に
関
す
る
展
示
と

関
連
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

発
達
支
援
室

☎
26-

８
２
８
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-
１
７
６
７
番

月　日

4月19日㈯

5月17日㈯
6月21日㈯
7月19日㈯

8月  2日㈯

講師・訪問先

　
人権政策課

四番町スクエア（本町一丁目）
彦根を映画で盛り上げる会
　子ども青少年課

鳥CK（トリック）倶楽部

内　容
　開講式
「男女共同参画社会とは？」
「まちに出よう！まちづくりを体験しよう」
「映画とわたし～映画作りの現場からみる輝くまち～」
「児童虐待防止について～DVが子どもの発達に及ぼす影響など～」
「あなたもマジシャン！～趣味と地域と△（さんかく）～」
　閉講式

月　日 講座内容

パソコンの基本操作を覚えよう

ウィンドウの操作を覚えよう

キーボードで入力しよう

入力した文字列を覚えよう

Wordの基本機能を覚えよう

オリジナルはがきを作成しよう

インターネットを楽しもう①

Excelの基本を覚えよう

家計簿を作成しよう

デジカメ写真の簡単整理

インターネットを楽しもう②

メールを使ってみよう

4月14日㈪

28日㈪

5月12日㈪

26日㈪

6月   9日㈪

23日㈪

7月14日㈪

28日㈪

8月11日㈪

25日㈪

９月  8日㈪

22日㈪

前

期

後

期

いずれも午前の部10：00～12：00
午後の部13：30～15：30

同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」

（
〒
５
２
２-

０
０
４
１　

平
田
町
６
７

０
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９
番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直
接
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。



15 2014・4・1 142014・4・1

男
の
生
き
方
セ
ミ
ナ
ー

お
と
こ
塾

〜
こ
れ
が
男わ

た
し

の
生
き
る
道

〈
内
容
〉こ
れ
か
ら
の
人
生
を
も
っ

と
楽
し
く
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
、

料
理
作
り
や
、
大
学
教
員
や
地
域

で
活
躍
す
る
人
な
ど
か
ら
、
心
豊

か
に
生
活
す
る
ヒ
ン
ト
を
伝
授
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。　
〈
開
催
日

等
〉
下
表
の
と
お
り  

〈
時
間
〉
い

ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午　
〈
場

所
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）
会
議
室
・
調

理
実
習
室　
〈
対
象
〉
市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
男
性　
〈
費

用
〉
各
３
０
０
円
（
第
２
・
５
回
は

別
途
材
料
費
千
円
、
第
３
回
は
別
途
材

料
費
２
千
円
）　
〈
定
員
〉20
人（
先
着

順
）　
〈
申
込
期
間
〉
４
月
２
日
㈬

〜
同
25
日
㈮    

〈
持
ち
物
〉
▼
第

２
・
５
回　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
２
枚　

▼
第
３
回　

エ
プ

ロ
ン
、タ
オ
ル　
〈
託
児
〉
１
人
１

回
３
０
０
円
（
０
歳
〜
就
学
前
、要
予

約
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

月　日

４月２6日㈯

５月１0日㈯

５月２4日㈯

６月  7日㈯

６月21日㈯

内　容

そうだったのか！？人生をカッコよく“活きる”コツ

愛情いっぱい♪これが男の料理！～料理の基本を学ぶ

陶芸に挑戦！～ロクロを使用して手びねりでオリジナルマグを作ろう！～

輝く未来☆楽しい毎日♪～地域でガンバルあなたに聞きたい！～

男子会☆女子会よりも楽しいゾ！～カラダの中から健康に♪発酵食レシピ～

①

②

③

④

⑤

い

子
育
て
講
座

「
春
の
自
然
に
ふ
れ
ま
し
ょ
う
」

〈
内
容
〉
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
周

辺
で
、
花
や
虫
を
見
た
り
、
石
を

拾
っ
た
り
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉４

月
24
日
㈭　
（
雨
天
時
は
同
25
日
㈮
）　

午
前
10
時
〜
同
11
時
30
分　

※
両

日
中
止
の
場
合
は
参
加
者
に
連
絡

し
ま
す
。　
〈
集
合
場
所
〉

子

ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）
玄
関
前　
　

〈
対
象
〉生
後
５
か
月
～
３
歳
の
子

ど
も
と
保
護
者　
〈
定
員
〉
25
組

（
先
着
順
）　 

〈
費
用
〉
無
料　
〈
申

込
期
間
〉
４
月
８
日
㈫
〜
同
18
日

㈮
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
５
時　

 

〈
持
ち
物
〉
飲
み
物
、ベ
ビ
ー
カ
ー

ま
た
は
抱
っ
こ
ひ
も（
子
守
帯
）、帽

子
な
ど　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

子
ど
も
未
来
室
☎
28-

１

５
８
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４

６
番　

※
電
話
か
、
直
接

子
ど

も
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

滋
賀
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
出
場
選
手

〈
競
技
・
開
催
日
等
〉
下
表
の
と

お
り　
〈
対
象
〉
市
内
に
在
住
す

る
12
歳
以
上
（
４
月
１
日
時
点
）
の

人
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ

人
、
療
育
手
帳
を
持
つ
か
そ
の
取

得
に
準
ず
る
障
害
の
あ
る
人　

※

一
部
の
競
技
に
は
障
害
の
種
類
に

よ
っ
て
参
加
で
き
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。 〈
費
用
〉無
料
。
昼
食
代
、

競　技

フライングディスク

アーチェリー

ボウリング

水泳

陸上

卓球

月　日

5月18日㈰

6月  1日㈰

7月27日㈰

8月24日㈰

9月28日㈰

10月26日㈰

申込期限

4月16日㈬

4月16日㈬

6月11日㈬

7月  9日㈬

7月30日㈬

8月27日㈬

場　所

滋賀県立長浜ドーム（長浜市）

滋賀県立障害者福祉センター（草津市）

ボウル滋賀（大津市）

滋賀県立障害者福祉センター（草津市）

皇子山陸上競技場（大津市）

草津市立総合体育館（草津市）

交
通
費
は
実
費
負
担
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
の
貸

靴
代
は
実
費
負
担
に
な
り
ま
す
。 

〈
そ
の
他
〉
競
技
ク
ラ
ス
は
、
障

害
の
部
位
や
状
態
に
応
じ
て
分
け

ら
れ
ま
す
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
知
的

障
害
の
あ
る
人
の
み
、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
は
身
体
障
害
（
視
覚
障
害
の
あ

る
人
を
除
き
ま
す
）
の
あ
る
人
の
み

が
参
加
で
き
ま
す
。　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

障
害
福
祉
課
☎

27-

９
９
８
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１

７
６
７
番

第
64
回
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
標
語
、
作
文

〈
内
容
〉
青
少
年
の
健
全
育
成
や

非
行
防
止
、
更
生
の
支
援
な
ど
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
ち
な
ん

だ
標
語
と
作
文
を
募
集
し
ま
す
。 

〈
募
集
部
門
〉▼
標
語　

は
が
き
に

１
人
２
点
以
内　

▼
作
文　

４
０

０
字
詰
め
原
稿
用
紙
５
枚
以
内
に

縦
書
き
。
文
頭
に
題
名
を
書
い
て

く
だ
さ
い
。　
〈
対
象
〉市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
〈
応
募
期

限
〉
５
月
12
日
㈪
（
必
着
）　
〈
注
意

事
項
〉
作
品
の
末
尾
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
青
少
年
課
☎
26-

０
９

９
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８

番

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ

ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９

番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は

直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

市民体育センター  春 期 スポーツ 教 室 受 講 生 募 集 ！

教室名（内容）
　親子体操教室
いろいろな運動あそびの中
で親子のスキンシップを
図ってください。

　チビッコ体操教室
リズム体操やボール・マッ
ト・跳び箱･平均台･鉄棒遊
びやストレッチに慣れ親し
み、健全な体づくりに役立
ててください。

　ジュニアスポーツ教室 
マット・跳び箱･平均台などを
使った体操やボール運動・キッ
ズダンス・トランポレクササ
イズを楽しみながら健全な体
づくりに役立ててください。

　フィットネス教室
癒やしから筋トレまで楽し
く体を動かし、心身のリフ
レッシュ・体力づくりに役
立ててください。
①太極舞
太極拳の動きや呼吸法、
中国の伝統武術や民俗舞
踏の要素を取り入れ、中
国音楽に合わせて踊る新
しいエクササイズ
②エアロビクス＆ボディ
　シェイプ
③ステップエアロ
④夜ヨガ
⑤ヨガ
⑥エアロビクス＆ボディ
　ケア

　シニア健康体操教室
リズム体操・ストレッチなど、いろ
いろな運動を楽しみながら、健康の
保持･増進に役立ててください。

期間・時間

5月2日～8月1日
金曜日10：00～11：00

5月14日～7月30日
水曜日14：00～15：00
5月14日～7月30日
水曜日15：15～16：15
5月12日～8月4日
月曜日14：30～15：30
5月12日～8月4日
月曜日15：45～16：45

5月10日～7月26日
土曜日10：00～11：00

5月12日～8月4日
月曜日10：00～11：30

5月14日～7月30日
水曜日10：00～11：30

5月14日～7月30日
水曜日18：30～19：30
5月14日～7月30日
水曜日1９：40～20：40
5月15日～7月31日
木曜日   9：30～10：30
5月15日～7月31日
木曜日10：4５～11：45
5月2日～8月8日
金曜日19：00～20：30
5月2日～8月1日
金曜日13：30～14：50
5月2日～8月1日
金曜日15：00～16：20

A

B

A

B

　①
  

  
　②

   ③

　
　④　
　　　

A

B

　
　⑥

   Ａ
　
   Ｂ

４歳児（平成21年4月2日
生～同22年4月1日生）
各コース35人

５歳児（平成20年4月2日
生～同21年4月1日生）
各コース35人

16歳以上
45人(託児有)

16歳以上
45人(託児有)

16歳以上
45人
16歳以上
35人

16歳以上
各コース
35人(託児有)

16歳以上
45人

55歳以上
各コース45人

回数・費用

全12回
6,600円

全12回
5,400円

全12回
5,400円

全12回
5,400円

全12回
6,000円

全12回
6,000円

全12回
5,400円
全12回
5,400円

全12回
5,400円

全12回
6,000円

全12回
5,400円

申込方法　⑴か⑵のいずれかの方法で申し込んでください。
⑴市民体育センター窓口（受付 8：30～19：30）　返
信用はがき、またははがき代52円をお持ちください。
⑵往復はがき　往復はがき往信の裏面に、①受講希望
教室名・コース名②受講生氏名③年齢（生年月日）④
郵便番号⑤住所⑥電話番号⑦託児希望の有無（該当
教室のみ）を書き、返信の表面にも住所、氏名を書
いて、彦根市民体育センターに申し込んでください。
申込期限　⑴、⑵とも4月13日㈰（必着）
▶申し込みは、市内に在住・在勤・在学 ( 園 ) の人に
限ります。

▶申し込みは、各教室の各コースごとに１人１枚に限
ります。連名での申し込みはできません。

▶申込者多数の場合は、抽選のうえ、受講者を決定し
通知します。

▶託児は有料です (１人１回につき200円 )。託児の対象
は、生後６か月以上（5月1日現在）から小学校就学
前までです。

問い合わせ先　彦根市民体育センター（〒522-0002
　松原町3751-７）☎23-2293、FAX23-2294
※毎週火曜日と祝日の翌日は休館日。都合により、日
時・内容などを変更する場合があります。

コース・対象・定員

３歳児（平成22年4月2
日生～同23年4月1日生）
と保護者 25組（託児有）

小学１～３年生
35人

①
  

  
②

⑤

１

２

３

４

５

※今年度もスマイルダイエット教室を開催します。詳しくは、広報ひこね5月1日号でお知らせします。
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荒
神
山
自
然
の
家

活
動
支
援
ス
タ
ッ
フ

〈
内
容
〉施
設
の
活
動
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
、
運
営
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
登

録
し
て
い
た
だ
い
た
人
に
、
事
業

ご
と
に
連
絡
を
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　
〈
活
動

内
容
〉

荒
神
山
自
然
の
家
で
行

う
事
業
の
サ
ポ
ー
ト
（
活
動
中
の
補

助
や
子
ど
も
へ
の
サ
ポ
ー
ト
）、
活
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
（
自
主
事
業
へ

の
企
画
な
ど
準
備
段
階
か
ら
の
サ
ポ
ー

ト
）　

※
主
と
し
て
、
土
・
日
曜
日

の
活
動
に
な
り
ま
す
。　
〈
対
象
〉

18
歳
以
上　
〈
そ
の
他
〉
交
通
費

（
一
律
）、
当
日
の
食
事
代
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
代
は
、

荒
神
山

自
然
の
家
が
負
担
し
ま
す
。　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
荒
神
山
自

然
の
家
☎
28-

１
８
７
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
28-

１
８
７
２
番　

※
申
込

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
６

月
初
旬
に
「
活
動
支
援
ス
タ
ッ
フ

説
明
会
」
を
行
う
予
定
で
す
。

滋
賀
県
立
大
学
交
換
留
学
生

週
末
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

〈
趣
旨
〉ア
メ
リ
カ
か
ら
訪
れ
る
学

生
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
提
供
し
て

い
た
だ
く
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。　

の
交
流
な
ど
を
通
じ
て
国
際
理
解

や
友
好
親
善
を
深
め
ま
す
。　
〈
派

遣
期
間
〉
8
月
21
日
㈭
～
同
29
日

㈮　

※
う
ち
5
泊
は
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
予
定　
〈
派
遣
先
〉
ミ
シ
ガ

ン
州
内
の
都
市　
〈
対
象
〉
市
内

に
在
住
の
18
歳
以
上
（
平
成
26
年
4

月
1
日
現
在
・
高
校
生
を
除
く
）
の
健

康
な
人
で
、
一
人
で
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
が
で
き
、
団
体
行
動
に
協
調
で

き
る
人　
〈
定
員
〉県
全
体
で
40
人　

〈
費
用
〉
未
定　
（
前
回
は
26
万
７
千

円
）　
〈
応
募
期
間
〉
4
月
15
日
㈫

～
5
月
15
日
㈭　
　
〈
応
募
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

人
権
政
策
課
☎

30-

６
１
１
３
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１

３
９
８
番  

※

人
権
政
策
課
、

彦
根
市
国
際
交
流
サ
ロ
ン（
市
民
会

館
１
階
、
日
・
月
曜
日
休
館
）
に
あ
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

人
権
政
策
課
（
市
役
所
３
階
）
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
、
公
益
財
団
法
人
滋
賀
県
国
際

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.
s-i-a.or.jp/

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

〈
期
間
〉
７
月
11
日
㈮
夕
方
～
同

13
日
㈰
（
２
泊
３
日
）　
〈
応
募
条

件
〉
①
国
際
交
流
に
理
解
の
あ
る

家
庭
②
集
合
場
所
ま
で
の
送
迎
③

滞
在
者
に
個
室
を
提
供（
同
性
家
族

と
の
相
部
屋
は
可
）
④
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
⑤
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ

に
家
族
全
員
の
同
意  

〈
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
数
〉
６
家
庭　

※
応

募
者
多
数
の
場
合
は
、
相
互
の
希

望
条
件
を
も
と
に
調
整
し
決
定
し

ま
す
。 

〈
応
募
期
限
〉
4
月
18
日

㈮　
〈
そ
の
他
〉
受
け
入
れ
前
に
、

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。 〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
滋
賀
県
立
大
学

国
際
化
推
進
室
☎
28-

８
５
０
４

番
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
Ｅ

メ
ー
ルiec-staff@

office.usp.
ac.jp　

※
電
話
か
、
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
20
回

ミ
シ
ガ
ン
州

友
好
親
善
使
節
団
員

〈
趣
旨
〉滋
賀
県
の
姉
妹

州
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
ミ
シ
ガ
ン
州
へ
、

県
民
に
よ
る
友
好
親
善

使
節
団
を
派
遣
し
ま

す
。
ミ
シ
ガ
ン
州
内
で

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
生

活
体
験
、
姉
妹
都
市
と

集 合 場 所 ：
彦 根 城 博 物 館 入 口
（ 金 亀 町 ）

彦根城の桜の観察
4月12日㈯

9：00～12：00

桜の歴史や特徴を学びながら、楽しく観察しましょう。　
※天候により中止する場合があります。
持ち物：筆記用具・雨具
費　用：100円
彦根自然観察の会（担当：渡邉さん）☎28-3867

※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等

４月8日㈫
13：30～15：30

く す の き セ ン タ ー
（市 立 病 院 敷 地 内 ）
2階医療福祉推進ルーム

介護家族のつどい
「ほ　っ　こ　り」

認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共
有したり、情報交換などを行う会です。気軽にご参加くだ
さい。費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　健康推進課☎24-0816、FAX24-5870

特別公開
旧井伊神社本殿、
相の間及び拝殿

4月13日㈰
10：00～15：00

井 伊 神 社
（ 古 沢 町 ）

　文化財課職員が本殿などの説明をします。
①10：00②11：00③13：30④14：30
※駐車場は佐和山史跡公園駐車場を利用ください。

ひ こ ね で 朝 市 4月20日㈰
8：00～12：00

滋賀県護国神社境内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、醤油、湖魚料理などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎090-6824-1271、Eメール hikonedeasaichi55@gmail.com

元 気 2 1 歩 こ う 会
（旧「ウォーキングコース歩き隊」）

4月21日㈪
9：00～10：30
（集合9：00）

集 合 場 所 ：
荒 神 山 公 園 駐 車 場
（子どもセンター前）
（ 日 夏 町 ）

地域の名産「彦根梨」の花を見に行きましょう。
費　用：100円（保険代など）
「いきいき彦根21」事務局（　健康推進課内）
☎24-0816、FAX24-5870　

主催　彦根市 ・ 彦根市教育委員会
問い合わせ先　　教育委員会文化振興室☎23-7810、FAX21-3080

行　　　　　　　　　　　　　事 期　　　　間 時　　　　　間 会　　　　場 入場料
彦根城博物館 テーマ展 ｢直弼発見！井伊直弼と相州警衛」
彦根美術工芸協会　第31回　彦根美術工芸展
金亀土涛（こんきどとう）シブヤ　第48回　シブヤ子供アトリエ造形展
彦根城博物館　特別公開　｢国宝･彦根屏風」
彦 根 洋 画 協 会 展
写 団 B ＆ W 　 モ ノ ク ロ ー ム 写 真 展
ひこね市文化プラザ　玉置浩二　GOLD　TOUR　2014
彦根おやこ劇場 第97回例会「アンディ先生のストリート・マジック」＆十才式
ひこね演劇鑑賞会　劇団イッツフォーリーズ　ミュージカル「見上げてごらん夜の星を」
彦 根 山 草 会 　 春 の 展 示 会
彦 根 児 童 合 唱 団 　 第 4 6 回 　 定 期 演 奏 会
華 道 翠 香 流 　 花 塚 祭 　 花 と 茶 の 会

～4月8日㈫
4月4日㈮～6日㈰
4月4日㈮～6日㈰

4月11日㈮～5月13日㈫
4月11日㈮～13日㈰
4月17日㈭～20日㈰

4月19日㈯
4月19日㈯
4月25日㈮

4月25日㈮～27日㈰
4月27日㈰

4月29日（火・祝）

8：30～17：00（入館は16：30まで）
9：30～16：30（6日は16：00まで）

10：00～18：00
8：30～17：00（入館は16：30まで）
9：30～16：30（13日は16：00まで）
10：00～16：00（17日は12：00～17：00）

17：00～（16：30開場）
18：10～20：30
18：30～20：30

9：00～17：00（27日は16：30まで）
13：30～16：00（13：00開場）

10：00～16：00

彦 根 城 博 物 館
市 民 会 館 ギャラリー
ス ミ ス ホ ー ル
彦 根 城 博 物 館
市 民 会 館 ギャラリー
市 民 会 館 ギャラリー
文化プラザ・グランドホール
文化プラザ・メッセホール
文化プラザ・グランドホール
市民会館・ギャラリー
文化プラザ・メッセホール
護 国 神 社

有料
無料
無料
有料
無料
無料
有料
会員制
会員制
無料
無料
無料

【4月の行事】

自衛官等採用試験

申込・問い合わせ先　自衛隊滋賀地方協力本部彦根
地域事務所（旭町）　☎・FAX26-0587

募集種目

自衛隊
一般幹部候補生

応募資格

平成27年4月
１日現在、22
歳以上26歳
未満の人

試験日

1次試験　
5月10日㈯
2次試験　
6月中旬

申込期限

４月25日㈮

滋賀県警察官（A・大卒程度）採用試験

募集種目

男性A
40人程度

女性A
10人程度

応募資格

昭和59年4月2
日以降に生まれ
た男女で、4年制
大学を卒業また
は平成27年3月
31日までに卒
業見込みの人

試験日

1次試験　
5月11日㈰

申込期限

４月21日㈪

詳しくは滋賀県警察ホームページをご確認ください。
申込・問い合わせ先　滋賀県警察本部警務課採用係
　　　　　　　　　☎0120-204-314

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、
地
域
の

公
民
館
な
ど
で
開
催
し
て
い
る

「
わ
い
わ
い
ひ
ろ
ば
」に
参
加
し
て
、

遊
び
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
お
話
し
し

ま
せ
ん
か
。

乳
幼
児
と
そ
の
親
や
祖
父
母
が

集
ま
り
、
自
由
に
遊
び
、
話
を
す

る
中
で
、
友
達
が
で
き
た
り
、
子

育
て
情
報
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら

え
た
り
し
ま
す
。

開
催
日
な
ど　

下
表
の
と
お
り　

５
月
〜
平
成
27
年
２
月
に
毎
月

１
回
開
催
。
南
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
高
宮
地
域
文
化
セ
ン

タ
ー
は
４
月
〜
平
成
27
年
３
月

に
開
催

※
開
催
日
は
、
祝
日
な
ど
の
た
め

　

変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

時
間　

午
前
10
時
〜
同
11
時
30
分

申
込　

不
要　

費
用　

無
料　

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
未
来

室
☎
28-

１
５
８
０
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
28-

３
６
４
６
番

開　催　日 

毎月第４金曜日（12月は第2金曜日）
　〃  第３木曜日（11、12、1月は耐震工事のため、ふれあいの館で開催）
　〃  第３木曜日（8月は第4、1月は第5木曜日）
　〃  第２火曜日（8、10月は第1、1月は第3火曜日）
　〃  第２水曜日（8、9、2月は第4水曜日）
　〃  第１火曜日（５月、11月は第2火曜日）
　〃  第3木曜日

会　場
南老人福祉センター（田原町）
西地区公民館（本町一丁目）
旭森地区公民館（正法寺町）
河瀬地区公民館（森堂町）
中地区公民館（大藪町）
鳥居本地区公民館（鳥居本町）
高宮地域文化センター（高宮町）

公
民
館
に
あ
つ
ま
れ

わ
い
わ
い
ひ
ろ
ば
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【開催中】～4月8日㈫　　　　　　　　　　　　なおすけ　　そうしゅうけいえい

　テーマ展「直弼発見！　井伊直弼と相州警衛」
4月11日㈮～5月13日㈫　　　　　　びょうぶ
　特別公開「国宝・彦根屏風」

　硯、水滴、筆
などの筆記具一
式を納めた硯箱。
箱の蓋には梅、
桜などの花を載
せた花車を、内
側には菊の花を

金蒔絵で表した、華麗な意匠の作品です。

常　

設　

展　

示　

の　

名　

品

　常設展示「“ほんもの”との出会い」
では、譜代大名筆頭・井伊家に伝来
した名宝を中心に、80点余りを展示
しています。

-常設展示の名品-

テ

ー

マ

展

・

特

別

公

開

▲紙本金地著色風俗図（彦根屏風）

※4月8日㈫～同10日㈭は、展示替えのため一部閉室しています。

4月9日㈬～6月16日㈪  
　　　きん　じ　はなぐるままき　え　すずりばこ

　金地花車蒔絵硯箱

ギャラリートーク「国宝・彦根屏風」
4月12日㈯　14：00～15：00
　解説：彦根城博物館学芸員
　※事前申し込みは不要です。当日、
　　当館講堂にお集まりください。

観覧料が必要です

“ほんもの”

との出会い

【各公演　発売初日の予約の取り扱いについて】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

えん　の　すけ

ちゅうしゃ

★ ★ ★　注目のイベント　★ ★ ★

松竹大歌舞伎
市川亀治郎改め四代目市川猿之助
　　　　　　　九代目市川中車　襲名披露
　「市川亀治郎改め四代目市川猿之助、九代目市川
中車襲名披露」という注目の公演が彦根に参上。
　歌舞伎界のみならず、映画、テレビなどのメデ
ィアでも大活躍、人気を博している市川猿之助、
市川中車ご両人そろっての襲名披露口上は必見、
この機会をお見逃しなく！

　　　ⓒ松竹

■演目「太閤三番叟」「口上」「一本刀土俵入」

6月18日㈬　グランドホール
　　昼の部　13：00開演（12：30開場）
　　夜の部　17：30開演（17：00開場）

一等席7,000円　二等席5,000円　三等席3,000円
【発売中】

4月19日㈯　17：00～　グランドホール
玉置浩二 GOLD TOUR 2014

　ドラマ「東京バンドワゴン～下町大家族物語」
のエンディングテーマ「サーチライト」を含む
オリジナルアルバム「GOLD」のリリースを引
っさげて全国ツアーが決定。天才的なライブパ
フォーマンスは必見。
7,800円　（4月1日以降は8,023円）【発売中】

4月20日㈰　14：00～　エコーホール
大阪音楽大学出張講座 
　オペラ物知り講座 in ひこねVol.7「ラ・ボエーム」

　作曲家、オペラ、その
時代背景とともに、さま
ざまなエピソードや解説
を織り込みながら、有名
なアリア、アンサンブル
とともにハイライトでオ
ペラを楽しむ講座です。
前売2,000円　当日2,500円
ペア（前売のみ・100組限定）3,500円【発売中】

４
　

　

月
　

　

の
　

　

催
　

　

し

自由
指定

指定

チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。http://bunpla.jp/

4月の休館日　7日㈪、14日㈪、21日㈪、28日㈪

たいこう さん  ば  そう こう じょう いっぽんがたな ど ひょういり

開館時間　８：30～17：00（入館は16：30まで）

第212回

　

井
伊
直な

お

弼す
け

20
歳
の
天
保
５
年（
１
８
３
４
）

７
月
、
彼
は
江
戸
に
向
け
彦
根
の
地
を
出

発
し
ま
し
た
。
当
時
、
直
弼
は
藩
主
直な

お

亮あ
き

の
弟
と
し
て
、
彦
根
の
尾お

末す
え

町ま
ち

御お

屋や

敷し
き（

埋う
も

木れ
ぎ

舎の
や

）
に
暮
ら
す
身
で
あ
り
、
江
戸
行
き

は
他
大
名
家
の
養
子
と
な
る
こ
と
を
考
え

て
の
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
先
に
弟
直な

お

恭や
す

が
日ひ

ゅ

向う
が

延の
べ

岡お
か

（
現
宮
崎
県
）
内
藤
家
の
養

子
に
決
ま
り
、
結
局
、
直
弼
の
養
子
縁
組

は
調
う
こ
と
な
く
、
翌
６
年
８
月
に
彦
根

に
戻
り
ま
し
た
。
こ
の
江
戸
で
の
挫

折
は
、
そ
の
後
、
直
弼
が
埋
木
舎
で

文
武
の
道
を
修
養
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
転
機
と
さ
れ
ま
す
。
彦
根
藩

井
伊
家
文
書
に
伝
わ
る
、「
つ
ゆ
わ

け
ご
ろ
も
」
と
題
す
る
直
弼
の
自
筆

本
は
、
こ
の
江
戸
へ
の
往
復
の
道
中

と
江
戸
滞
在
の
１
年
間
の
記
録
で
す

（
写
真
）。
こ
の
書
に
よ
り
当
時
の
直

弼
の
心
境
を
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
つ
ゆ
わ
け
ご
ろ
も
」
は
、
紀
行
文

学
風
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
直
弼
が

時
々
に
詠
ん
だ
和
歌
を
文
中
に
配
し

て
い
ま
す
。
直
弼
が
道
中
や
江
戸
滞

在
中
に
付
け
た
日
記
を
元
に
、
後
日
、

文
学
作
品
と
し
て
ま
と
め
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

彦
根
か
ら
江
戸
へ
は
中
山
道
を
行

き
、
帰
路
は
東
海
道
を
通
り
ま
し
た
。

道
中
の
名
所
や
故
事
な
ど
に
つ
い
て

書
き
留
め
て
い
ま
す
。
江
戸
滞
在
中
は
、

外そ
と

桜さ
く
ら

田だ

の
彦
根
藩
上か

み

屋や

敷し
き

内
に
暮
ら
し
、

将
軍
の
墓
所
が
あ
る
上
野
寛
永
寺
や
、
浅せ

ん

草そ
う

寺じ

、
芝し

ば

増ぞ
う

上じ
ょ
う

寺じ

、
日ひ

吉え

山さ
ん

王の
う

社し
ゃ

な
ど
の

有
名
寺
社
に
参
詣
し
、
ま
た
、
赤
穂
浪
士

の
墓
が
あ
る
泉せ

ん

岳が
く

寺じ

や
隅
田
川
堤
の
桜
見

物
な
ど
江
戸
の
名
所
に
も
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

同
書
か
ら
は
、
江
戸
滞
在
中
に
は
、
兄

で
あ
る
藩
主
直
亮
か
ら
気
に
掛
け
ら
れ
て

い
た
様
子
も
伺
え
ま
す
。
直
亮
が
彦
根
藩

下し
も

屋や

敷し
き

に
遊
び
に
行
く
際
の
供
や
、
直
亮

が
開
い
た
能
の
会
の
見
物
を
命
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
彦
根
へ
の
出
発
が
迫
っ
た
天
保

６
年
８
月
６
日
に
は
、
直
弼
へ
の
は
な
む

け
と
し
て
直
亮
が
能
を
催
し
、
そ
の
中
で

直
弼
は
直
亮
か
ら
求
め
ら
れ
鼓つ

づ
み

を
打
っ
て

い
ま
す
。
９
日
に
は
、
直
亮
か
ら
盃

さ
か
ず
きを
受

け
、「
唐か

ら

の
硯す

ず
り

」
を
拝
領
し
、
翌
10
日
に
暇

い
と
ま

の
挨
拶
を
し
た
際
に
は
、「
道
中
寒
か
ろ

う
か
ら
気
を
付
け
る
よ
う
に
」
と
直
亮
か

ら
声
を
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
、

直
弼
は
江
戸
滞
在
中
に
直
亮
か
ら
受
け
た

恩
恵
を
「
ふ
か
き
め
ぐ
み
の
露
の
玉
」
と

表
現
し
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
11
日
に
江
戸
を
発
っ
た
直
弼
は
、

同
月
21
日
に
彦
根
に
到
着
し
ま
し
た
。
秋

に
も
関
わ
ら
ず
雨
続
き
の
道
中
で
し
た
。

鳥
居
本
宿
で
休
憩
し
、
出
迎
え
の
人
と
と

も
に
佐
和
山
の
切
り
通
し
を
越
え
、
彦
根

城
下
に
臨
ん
だ
と
き
、
ま
た
雨
が
降
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
で
直
弼
は
次
の

よ
う
に
著
し
て
い
ま
す
。

 （
こ
の
雨
に
よ
り
）袖
が
ま
す
ま
す
濡
れ
て

乾
か
な
い
け
れ
ど
も
、袖
は
「
武
蔵
野
の

露
」に
「
恵
み
の
露
」が
添
え
ら
れ
濡
れ

て
い
る
。（
だ
か
ら
私
が
今
着
て
い
る
）こ
の

「
露つ

ゆ

分わ

け
衣ご

ろ
も

」を
脱
ぎ
置
く
こ
と
が
ど
う

し
て
で
き
よ
う
か
（
現
代
語
訳
）

　
「
露
分
け
衣
」
と
は
、露
の
多
い
草
の
中

な
ど
を
分
け
い
く
と
き
に
着
る
衣
の
こ
と
。

「
武
蔵
野
の
露
」
と
「
恵
み
の
露
」
で
濡
れ

て
い
る
の
で
、
脱
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
恵
み
の
露
」
と
は
、
直
亮
か
ら
受
け
た
恩

恵
の
こ
と
で
す
。
一
方
、「
武
蔵
野
の
露
」

は
、
大
名
家
へ
の
養
子
と
い
う
夢
見
た
立

身
出
世
を
果
た
せ
ず
、
江
戸
で
直
弼
の
袖

を
濡
ら
し
た
涙
と
理
解
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
つ
ゆ
わ
け
ご
ろ
も
」
の
題
は
、
当
時
直

弼
が
抱
い
て
い
た
悲
し
み
と
感
謝
の
気
持

ち
を
表
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

渡
辺
恒
一
）

直
弼
の
江
戸
紀
行
　
―
「
つ
ゆ
わ
け
ご
ろ
も
」
―

　

写
真
の
古
文
書
は
、４
月
９
日
㈬
か
ら

６
月
16
日
㈪
ま
で
展
示
し
ま
す
。（
期
間
中

無
休
）

　
　

▶
つ
ゆ
わ
け
ご
ろ
も
（
井
伊
直
弼
筆
）
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林
野
火
災
は
、
毎
年
春
先
に
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

原
因
は
、
林
野
火
災
が
発
生
し

や
す
い
気
象
と
環
境
で
す
。
雨
が

少
な
く
、
空
気
が
乾
燥
し
、
季
節

風
が
吹
く
気
象
に
よ
り
、
燃
え
や

す
い
枯
れ
葉
や
、
枯
れ
た
草
に
火

が
付
き
や
す
い
と
い
っ
た
こ
と
が

原
因
で
す
。

さ
ら
に
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
ハ

イ
キ
ン
グ
、
山
菜
取
り
な
ど
、
山

林
へ
の
出
入
り
が
多
く
な
る
こ
と

か
ら
、
山
火
事
が
発
生
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
に
お
け
る
平
成
24
年
中
の

林
野
火
災
発
生
状
況
は
、
出
火
件

数
１
、
１
７
８
件
、
焼
損
面
積
３

７
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
損
害
額
１
億

９
、
０
２
９
万
円
、
死
者
９
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

出
火
原
因
は
、「
た
き
火
」
に

よ
る
も
の
が
３
３
２
件
で
全
体
の

28
％
を
占
め
て
い
ま
す
。次
に「
火

入
れ
」「
放
火
（
放
火
の
疑
い
を
含

む
）」「
た
ば
こ
」
の
順
と
な
っ
て

お
り
、「
火
遊
び
」
を
入
れ
た
人

彦根市消防本部予防課☎22-0332・FAX22-9427

為
的
な
要
因
に
よ
る
火
災
の
割
合

は
、
全
体
の
65
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

林
野
火
災
防
止
の
た
め
の

注
意
点

①
枯
れ
草
な
ど
が
茂
る
火
災
が
起

こ
り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き

火
を
し
な
い
。

②
喫
煙
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で

行
い
、
吸
い
が
ら
は
消
し
て
、

投
げ
捨
て
な
い
。

③
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
火
を
使
用

す
る
場
合
に
は
、
指
定
さ
れ
た

場
所
で
行
い
、
そ
こ
を
離
れ
る

時
は
完
全
に
火
を
消
す
。　

④
各
自
の
ご
み
は
、
指
定
さ
れ
た

場
所
に
捨
て
る
か
持
ち
帰
る
。

⑤
火
気
を
使
用
す
る
場
合
は
、
周

囲
の
可
燃
物
の
状
況
に
じ
ゅ
う

ぶ
ん
注
意
し
、
消
火
用
の
水
な

ど
を
準
備
す
る
。

⑥
強
風
注
意
報
や
乾
燥
注
意
報
な

ど
が
発
表
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

火
気
の
使
用
を
控
え
る
。

森
林
は
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収

し
、
生
命
に
必
要
な
酸
素
を
供
給

す
る
貴
重
な
資
源
で
す
。
一
度
焼

失
し
て
し
ま
う
と
、
元
に
戻
す
に

は
長
い
年
月
と
多
く
の
労
力
が
必

要
で
す
。

林
野
火
災
の
大
部
分
は
、
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
注
意
で
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
貴
重
な
人
命
や

財
産
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
林

野
で
の
火
気
の
取
り
扱
い
に
は

じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

山
で
の
事
故
を
防
ぐ

負
傷
や
遭
難
に
注
意

最
近
、
登
山
ブ
ー
ム
の
影
響
や
、

誰
も
が
手
軽
に
楽
し
め
る
こ
と
か

ら
登
山
に
出
掛
け
る
人
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
山
中
で
の
道
迷
い
や
、

急
病
、
転
落
負
傷
な
ど
の
事
故
が

消
防
本
部
管
内
（
彦
根
市
と
犬
上

郡
）
で
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

山
で
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
無
理
の
な
い
行
動
計
画
を
作
り
、

早
め
の
出
発
、
下
山
を
心
が
け

る
。

▼
日
帰
り
の
予
定
で
も
し
っ
か
り

と
し
た
準
備
を
す
る
。（
服
装
・

登
山
靴
・
雨
具
・
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
・

携
帯
電
話
な
ど
）

前期・危険物取扱者試験 ( 乙種第 4 類 ) 予備講習会

日時　4月20日㈰　9：00 ～ 17：00　
場所　 消防本部 ( 西今町 )　定員　72 人 ( 先着順 )　
費用　5 千円 ( テキスト代別・保安協会会員事業所は 3 千円）

申込期間　4月1日㈫～同18日㈮　8：30 ～ 17：15( 土 ･ 日
曜日を除く )

申込・問い合わせ先　彦根防火保安協会事務局（ 消防本部消防
総務課内）☎ 22-0314、 FAX22-9427

前期・危険物取扱者試験
第１回
日時　5月25日㈰　14：00 ～　場所　滋賀県立大学 ( 八坂町 )

願書受付期間　
　▶電子申請　4月6日㈰～同15日㈫
　▶書面申請　4月9日㈬～同18日㈮
第 2 回
日時　8月17日㈰　14：00 ～　場所　滋賀県立大学 ( 八坂町 )

願書受付期間　
　▶電子申請　7月1日㈫～同12日㈯
　▶書面申請　7月4日㈮～同15日㈫
申込・問い合わせ先　（一財）消防試験研究センター滋賀県支部

( 〒 520-0806　大津市打出浜 2-1 コラボしが 21　４階 )

　☎ 077-525-2977、FAX077-521-7904　
※書面申請の場合は、各消防署にある願書に必要事項を書い

て、送付してください。

大
切
な
森
林
を

火
災
か
ら
守
ろ
う＜中学生＞

石
いし

橋
ばし

　尚
なお

之
ゆき

 さん
内
うち

片
かた

　瞳
ひとみ

 さん
大
おお

洞
ほら

　佳
か

奈
な

穂
ほ

 さん
岡
おか

田
だ

　亜
あ

希
き

彦
ひこ

 さん
小
お

川
がわ

　ひかり さん
加
か

田
だ

　絢
あや

美
み

 さん
菅
かん

　琴
こと

香
か

 さん
上
かん

林
ばやし

　ゆり香
か

 さん
岸
きし

本
もと

　友
ゆ

希
き

菜
な

 さん
北
きた

川
がわ

　絢
あや

音
ね

 さん
北
きた

川
がわ

　新
にい

菜
な

 さん
北
きた

村
むら

　一
はじめ

 さん
来
き

田
た

村
むら

　遥
はるか

 さん
小
こ

山
やま

　舞
ま

桜
お

 さん
坂
さか

下
した

　尚
なお

彌
や

 さん
七
しち

里
り

　優
ゆう

花
か

 さん
清
しみ

水
ず

　優
ゆ

花
か

 さん
谷
たに

村
むら

　美
み

紅
く

 さん
谷
たに

本
もと

　晃
こう

太
た

 さん
辻
つじ

　竜
たつ

也
や

 さん
寺
てら

村
むら

　那
な

歩
お

 さん
堂
どう

野
の

　楓
かえで

 さん
西
にし

田
だ

　美
み

優
ゆ

華
か

 さん
西
にし

村
むら

　麻
ま

理
り

奈
な

 さん
馬
ば

場
ば

　竣
しゅん

平
ぺい

 さん
林
はやし

　裕
ひろ

奈
な

 さん
伴
ばん

　明
あ

日
す

菜
な

 さん
日
ひ

夏
なつ

　亮
りょう

太
た

 さん
松
まつ

宮
みや

　鶴
つる

美
み

 さん
溝
みぞ

口
ぐち

　万
ま

里
り

江
え

 さん
安
やす

松
まつ

　日
ひ

菜
な

 さん
山
やま

口
ぐち

　有
ゆ

紀
き

乃
の

 さん
吉
よし

澄
ずみ

　大
ひろ

雅
まさ

 さん
吉
よし

田
だ

　清
すが

乃
の

 さん

（東中学校 2 年）
（南中学校 3 年）
（南中学校 2 年）
（西中学校 2 年）
（河瀬中学校 3 年）
（河瀬中学校 3 年）
（県立盲学校中学部 3 年）
（河瀬中学校 1 年）
（彦根中学校 2 年）
（中央中学校 3 年）
（鳥居本中学校 3 年）
（南中学校 3 年）
（西中学校 3 年）
（西中学校 1 年）
（鳥居本中学校 3 年）
（東中学校 3 年）
（稲枝中学校 2 年）
（鳥居本中学校 2 年）
（中央中学校 2 年）
（西中学校 3 年）
（河瀬中学校 3 年）
（西中学校 1 年）
（西中学校 3 年）
（南中学校 3 年）
（南中学校 2 年）
（河瀬中学校 2 年）
（河瀬中学校 3 年）
（彦根中学校 2 年）
（中央中学校 3 年）
（西中学校 3 年）
（南中学校 2 年）
（西中学校 1 年）
（西中学校 3 年）
（稲枝中学校 3 年）

教育委員会では、年間を通じてさまざまな文化芸術
活動に励む子どもたちを応援し、文化芸術活動への意欲
を高めることを目的に、ひこね子ども文化芸術奨励事業

「ひこにゃん子ども文化芸術大賞」を設けています。
平成 25 年度の「ひこにゃん子ども文化芸術大賞」受

賞者は、次の 65 人の皆さんです。（50 音順、学年は平成
25 年度）

問い合わせ先　 教育委員会文化振興室☎ 23-7810、
FAX21-3080

平成25年度「ひこにゃん子ども文化芸術大賞」受賞者が決定しました
おめでとうございます

平成25年度「ひこにゃん子ども文化芸術大賞」受賞者が決定しました
おめでとうございます

平成25年度「ひこにゃん子ども文化芸術大賞」受賞者が決定しました
おめでとうございます

（稲枝北小学校 5 年）
（城東小学校 4 年）
（高宮小学校 5 年）
（稲枝北小学校 2 年）
（若葉小学校 6 年）
（城西小学校１年）
（佐和山小学校 4 年）
（城南小学校 3 年）
（鳥居本小学校 5 年）
（金城小学校 3 年）
（稲枝北小学校 6 年）
（城東小学校 2 年）
（城陽小学校 5 年）
（旭森小学校 6 年）
（平田小学校 3 年）
（城南小学校 6 年）
（金城小学校 5 年）
（城西小学校 6 年）
（城東小学校 5 年）
（城東小学校 2 年）
（河瀬小学校 3 年）
（金城小学校 5 年）
（河瀬小学校 2 年）
（城陽小学校 3 年）
（城東小学校 5 年）
（金城小学校 3 年）
（稲枝北小学校 1 年）
（鳥居本小学校 2 年）
（城南小学校 6 年）
（城南小学校 5 年）
（佐和山小学校 3 年）

＜小学生＞
上
うえ

村
むら

　咲
さき

佳
か

 さん
内
うち

堀
ぼり

　瑶
よう

 さん
江
え

龍
りゅう

　凜
りん

 さん
大
おお

木
き

　陽
はる

仁
と

 さん
大
おお

野
の

　伶
れ

将
お

 さん
岡
おか

﨑
ざき

　莉
り

彩
あ

奈
な

 さん
岡
おか

田
だ

　陸
だいち

 さん
岡
おか

田
だ

　みのり さん
北
きた

川
がわ

　愛
あ

冴
さ

仁
と

 さん
北
きた

村
むら

　莉
り

奈
な

 さん
小
こ

谷
たに

　玲
れい

叶
か

 さん
小
こ

山
やま

　みなみ さん
近
こん

藤
どう

　真
ま

子
こ

 さん
笹
ささ

尾
お

　望
も

絵
え

里
り

 さん
佐
さ

野
の

　はなり さん
白
しら

木
き

　凜
りん

 さん
杉
すぎ

本
もと

　祥
しょう

太
た

 さん
杉
すぎ

本
もと

　遥
はる

菜
な

 さん
　田

だ

　音
と

羽
わ

 さん
田
た

中
なか

　美
み

希
き

 さん
所
ところ

　晴
はる

生
き

 さん
長
は

谷
せ

川
がわ

　奈
な

緒
お

 さん
日
ひ

和
わ

田
だ

　真
まさ

観
み

 さん
三
みつ

橋
はし

　力
りき

也
や

 さん
宮
みや

尾
お

　香
か

菜
な

美
み

 さん
宮
みや

川
がわ

　あかり さん
村
むら

井
い

　煌
きら

 さん
安
やす

田
だ

　真
まな

耀
よ

 さん
安
やす

松
まつ

　将
しょう

吾
ご

 さん
山
やま

下
した

　玲
れ

奈
な

 さん
横
よこ

谷
たに

　吏
り

功
く

 さん

すみ

▲ひこにゃんと記念撮影する皆さん
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物
件
の
賃
貸
借
契
約
は
慎
重
に

　
　

市
内
で
最
近
起
こ
っ
た
相
談
事
例
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
時
期
に
多
い
引
っ
越
し

に
つ
い
て
、
入
居
前
の
契
約
で
気
を
つ
け

る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

貸
主
の
承
諾
を
得
る
ま
で

契
約
を
し
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん

事
例
の
入
居
の
申
し
込
み
は
、
契
約
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
貸
主
の
承
諾
が
得
ら
れ

る
ま
で
は
、
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
と
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。（
入
居
の
申
し
込
み
が
な

く
、
す
ぐ
に
契
約
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

自
分
が
ど
ん
な
書
類
に
サ
イ
ン
し
て
い
る
の
か

し
っ
か
り
把
握
し
ま
し
ょ
う
）

宅
地
建
物
取
引
業
（
宅
建
業
）
法
で
は
、

契
約
成
立
前
に
支

払
う
申
込
金
な
ど

の
金
銭
を
全
て
預

り
金
と
し
て
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

宅
建
業
者
は
申
込

者
が
申
し
込
み
の
撤
回
（
キ
ャ
ン
セ
ル
）
を

し
た
と
き
に
は
、
受
領
し
て
い
る
預
り
金

は
「
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
返
還
を

拒
ん
で
は
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
契
約
が
成
立
し
た
後
は
契
約
条
項
に
よ
る
解
約

方
法
が
取
ら
れ
ま
す
）

後
々
の
ト
ラ
ブ
ル
を

回
避
す
る
た
め
に

物
件
を
契
約
す
る
前
に
、
ま
ず
現
地
の

確
認
（
間
取
り
・
通
風
・
日
照
・
管
理
状
況
・

交
通
の
便
・
環
境
・
最
寄
り
の
施
設
な
ど
）
を

平
日
と
休
日
の
少
な
く
と
も
２
度
行
い
ま

し
ょ
う
。

仲
介
業
者
に
は
、
契
約
の
成
立
の
前
ま

で
に
重
要
事
項
説
明
書
を
交
付
し
て
、
宅

地
建
物
取
引
主
任
者
に
説
明
を
さ
せ
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

郵
送
や
電
話
で
の
説
明
は
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。重
要
事
項
説
明
書
に
は
、知
っ

て
お
く
べ
き
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
内
容
を
し
っ
か
り
理
解
し
、
疑
問

に
思
う
こ
と
は
聞
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

賃
貸
借
契
約
書
の
説
明
を
受
け
て

内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

原
状
回
復
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
賃

貸
人
・
賃
借
人
が
契
約
時
に
認
識
を
共
有

で
き
る
よ
う
、
標
準
契
約
書
の
改
定
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
さ

れ
た
様
式
を
参
考
に
、
原
状
回
復
の
原
則

事
例　

あ
る
不
動
産
屋
が
紹
介
し
て
く
れ
た
物
件
を
気
に
入
り
、
入
居
審
査
の
申
し
込

み
を
し
た
。
そ
の
際
、
１
か
月
分
の
家
賃
を
預
け
た
が
、
自
己
都
合
で
審
査
の
結
果

が
出
る
前
に
申
し
込
み
を
取
り
下
げ
た
。

　
　

預
け
た
１
か
月
分
の
家
賃
を
返
し
て
も
ら
え
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
不
動
産
屋
は

「
物
件
を
押
さ
え
て
い
た
の
で
家
賃
は
返
せ
な
い
」
と
言
っ
た
。
重
要
事
項
の
説
明

を
受
け
て
い
な
い
。
家
賃
は
返
し
て
も
ら
え
な
い
の
か
。

彦
根
市
消
費
生
活
相
談
窓
口　

☎
30-

６
１
４
４
番

　
　
（
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
同
４
時
15
分
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎
０
５
７
０-

０
６
４-

３
７
０
番
（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

警
察
（
警
察
相
談
専
用
電
話
）　

☎
＃
９
１
１
０
番

的
な
取
り
扱
い
、
賃
借
人
が
負
担
す
べ
き

場
合
の
費
用
の
目
安
な
ど
が
一
覧
で
き
る

別
表
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

設
備
な
ど
の
経
過
年
数
な
ど
も
表
示
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
法
律
で
は
な
い
の
で
、標
準
契
約
書
に
原

状
回
復
に
つ
い
て
の
別
表
が
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
）入

居
前
の
部
屋
の
状
況
を
写
真
に
残
し

て
お
く
こ
と
も
大
事
で
す
。
新
築
以
外
の

場
合
、
設
備
の
更
新
や
ク
ロ
ス
な
ど
の
張

り
替
え
が
い
つ
行
わ
れ
た
か
な
ど
の
情
報

を
契
約
時
に
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
、
退

去
時
に
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
た
め
に
重

要
で
す
。

引
っ
越
し
は
大
変
な
労
力
を
伴
う
も
の

で
す
の
で
慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
こ
れ
ま

で
、
ご
み
の
減
量
に
役
立
つ
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
を
紹
介
し
て
き

ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
で
き
て
い
る

か
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

買
い
物
に
行
く
と
き
に
マ
イ

バ
ッ
グ
を
持
っ
て
行
き
、
レ

ジ
袋
を
断
っ
て
い
る
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
で
あ

れ
ば
、
汚
れ
て
い
て
も
き
れ

い
に
洗
っ
て
資
源
ご
み
に
出

し
て
い
る
。

　

古
紙
は
種
類
ご
と
に
分
別
し

て
、
資
源
に
な
ら
な
い
紙
ご

み
を
混
ぜ
ず
に
、
資
源
回
収

に
出
し
て
い
る
。

　

食
べ
物
を
買
う
と
き
は
、
必

要
な
量
を
考
え
て
、
余
り
が

出
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て

い
る
。

　

不
要
に
な
っ
た
が
ま
だ
使
え

る
も
の
は
、捨
て
る
前
に
、誰

か
そ
れ
を
欲
し
が
る
人
が
い

な
い
か
探
し
て
い
る
。

　

生
ゴ
ミ
は
、
水
分
を
絞
っ
た

り
、肥
料
に
し
た
り
し
て
、量

を
減
ら
す
よ
う
に
し
て
い
る
。

彦
根
市
全
体
で
は
、
レ
ジ
袋

の
削
減
な
ど
、
少
し
ず
つ
成
果

が
出
て
い
る
取
り
組
み
も
あ
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
一
人
ひ
と
り
が

ご
み
の
減
量
を
心
が
け
て
、
取

り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境

課
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
ト
ピ
ッ
ク
ス

第
17
回　
　

実
践
し
て
い
ま
す
か
？
ご
み
減
量
の
取
り
組
み

市
立
病
院

関
節
専
門
外
来
を

始
め
ま
し
た

股
関
節
専
門
外
来　

第
２
・
４
水

曜
日　

午
前
９
時
30
分
～(

予

約
制)

担
当
医
師　

秋
山　

治は
る

彦ひ
こ

さ
ん

（
岐
阜
大
学
医
学
部
教
授
）　　

膝
関
節
専
門
外
来　

毎
週
水
曜
日

午
前
９
時
〜

担
当
医
師　

角す
み

田だ　

恒ひ
さ
し（

市
立
病
院

整
形
外
科
）

※
受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
８

時
〜
11
時

※
整
形
外
科
外
来
（
関
節
専
門
外
来

を
含
む
）
で
は
、か
か
り
つ
け
医

（
開
業
医
）
や
他
病
院
か
ら
の
紹

介
状
が
な
い
と
、
初
診
の
受
付

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
か
か

り
つ
け
医
な
ど
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
外
来

２
ブ
ロ
ッ
ク
☎
22-

６
０
５
０

番
（
内
線
１
４
０
２
番
）、 

Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

０
７
５
４
番

あなたの医療・年金・
介護・子育てを守るた
め、消費税のご負担を
お願いします。
　

今回の消費税率引き上げは
全て医療・年金などにあてら
れます。

中小企業庁    

４月から

８％

　
　

彦
根
市
立
亀
山
小
学
校

所
在
地　

賀
田
山
町
８
番
地

創　

立　

明
治
24
年

児
童
数　

１
４
９
人（
平
成
25
年
４
月
）

教
育
目
標　
「
智
・
徳
・
体
の
調
和
の
と

れ
た
す
こ
や
か
な
子
ど
も
の
育
成
」

茂も

賀が

山
に
隣
接
し
た
亀
山
小
学
校
は
、

田
園
地
帯
を
校
区
に
持
つ
、
自
然
と
歴

史
的
遺
産
に
恵
ま
れ
た
学
校
で
す
。

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞

か
せ
や
、
毎
日
学
校
か
ら
児
童
に
付
き

添
っ
て
帰
る
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
見
守
り
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

温
か
い
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

生
活
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

は
、
児
童
は
地
域
住
民
か
ら
昔
の
暮
ら

し
な
ど
の
話
を
聞
い
た
り
、
昔
に
使
わ

れ
て
い
た
農
機
具
な
ど
に
触
れ
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
で
の
話

し
合
い
を
通
し
、
仲
間
と
考
え
を
出
し

合
い
な
が
ら
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

高
学
年
の
児
童
は
、
彦
根
市
陸
上
記

録
会
の
二
人
三
脚
リ
レ
ー
で
上
位
入
賞

を
目
標
に
、
協
力
す
る
こ
と
を
伝
統
と

し
て
継
承
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

▲昔の農機具である「とうみ」の
使い方を学ぶ

▲仲間とバトンをつなぐ二人三脚
リレー

▲仲間と考えを出し合う授業

ウ
チ
の

校
風
　
２

市
立
学
校
紹
介

12
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●
1
日
・
1
5
日
発
行
　
　

通
巻
第
1
3
0
8
号

（
平
成
2
6
年
4
月
１
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
5
0
,3
0
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
1
1
円（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）で
す
。た
だ
し
、原
稿
作
成
・

編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

24

表
紙
の
写
真

彦
根
城
内
の
桜

人口と世帯数
　　　　　　平成26年3 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,731 人（− 3）
　  55,703 人（− 3）

57,028 人（± 0）
45,068 世帯（＋ 8）

　　

全
国
的
に
も
桜
の
名
所
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
彦
根
城
で
す
が
、

江
戸
時
代
の
城
内
に
桜
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
昭
和
９
年（
１
９
３

４
）、
彦
根
町
議
会
議
員
の
吉
田
繁

治
郎
さ
ん
が
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の

苗
木
１
、０
０
０
本
を
買
い
入
れ
て

自
ら
植
樹
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

ち
ょ
う
ど
80
年
前
の
こ
と
で
す
。

　

一
般
的
に
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の

寿
命
は
60
年
か
ら
70
年
と
い
わ
れ

て
お
り
、
城
内
の
桜
は
老
衰
期
に

入
っ
て
い
ま
す
。

　

彦
根
市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
を
得
て
肥
料
を
与
え
た
り
、

適
切
な
剪せ

ん

定て
い

を
し
た
り
し
て
、
桜

の
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

最終回　また「ただいま」と言える日まで

私がブラジルから彦根に来て、国際交流員と
して市役所で仕事を始めたのが今から 5 年前
でした。

皆さんにブラジルの文化を親しみを持って
もらえるよう連載しました『Brasil へようこ
そ！』も、今月号で最後になります。

このコーナーで伝えたかったこと。それは「ブ
ラジルのことをもっと知ってほしい」というこ
とでした。

文化や風習の違い、ブラジルからみた日本の
姿、地球の反対側なのに、なぜかよく似ている
日本とブラジルのことなど、それらを知っても

らうことで、日本とブラジルの距離が少しでも
近づいてくれたらいいなと思ったからです。

日本人もブラジル人も国籍に関係なく、お互
いの違いを認め合い、豊かにつながりあいなが
ら暮らしていける、そんなまちになってほしい
という思いで、私ができることをしてきました。

できたことも、できなかったこともあります。
できなかったことには悔しい思いもあります。
日本でいろいろな経験をするなかで、たくさん
楽しいこともあったし、「ブラジルに帰りたい」
と思ったこともありました。

でも、どんなときも近くにいて、応援してく
れる人たちがいました。いつも私のことを「お
帰りなさい」と迎えてくれる、このまちともも
うすぐお別れです。

桜が咲く頃には、新しい国際交流員がやって
きます。私を応援してくださったように、温か
く迎えてほしいと思います。

このコーナーを読んでくださったり、私を支
えてくださった皆さんへ。
「５年間、お世話になりました。Muito( ムイ

ト ) obrigada( オブリガダ ) ！」
※ Muito obrigada は、ポルトガル語で『本当にあ

りがとう。』という意味です。

【彦根市国際交流員　平田エジナ】

◀
さ
よ
う
な
ら
、
エ
ジ
ナ
さ
ん

エジナさんの活動から

◀ブラジル料理教室

▼外国語による行政
　制度説明会


